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神 立 春 樹
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明治42年の岡山県における工場の存在状況
岡山県の主要工業の生産形態
明治後期の岡山県工業の特徴
1　はじめに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）　本稿は，本誌前々号（第12巻第2号）掲載の拙稿（以下，前稿とする．〉と同一の問題関
心からの岡山県における近代産業の展開過程に関する研究上の一作業結果を示すものであ
る。前稿では明治中期の工業の状況について検討したが，ここでは明治後期のそれについ
て検討する。
　周知のごとくに，わが国工業生産の把握がほぼ網羅的に行なわれるのは，明治42年度を
第！回とする『工場統計表』においてである。そこにはなお多くの制約があるとはいえ，
わが国の工業生産はほぼその全貌を示すにいたったのであるが，それにいたる時期は農商
務統計規程にもとつく「種目別工業調査」と「工場調査」によって行なわれてきた！2）職工
10人以上の製造所を工場として捕捉した後者は，なお10人未満製造所が圧倒的に多い当時
一123　一
796
においては工業生産の一部しかとらえておらず，したがって工業生産の実態を示している
とはいいがたいのであるが，前者はその種目が少数にとどまり，かつその調査項自もそれぞ
れの種目によって異なっているという状況にあっては，職工10人以上に限られるというよ
うに全生産の一部しか示していないとはいえ，ともかくも職工10人以上という同一の基準
であらゆる種目の工業生産を対象とした「工場調査」は，それによって当時の工業の動向
を検討するに際しての最も基礎的な資料となっているのである。愚稿において明治中期の
工業状況把握をこのゴニ場の存在状況からみようとしたのもまたそのような理由によってで
あった。本稿は，前稿で対象とした時期のあとの明治後期について検討しようとするもの
であるが，明治後期にいたると，「種目別工業調査jは種目が多くなり，かつ項目も多くな
るとともに，明治42年度には従来の「工場調査」の発展した『工場統計表』が刊行される
ことにより，工業生産の把握は一挙に整備されているのである。本稿での明治後期の工業
の状況の検討は，この明治42年，すなわち，一方では『工場統計表』による工場生産把握
がすすみ，他方では「種目別工業調査」が整備されているこの年度についてのものとなっ
ているのである。
2　明治42年わが国工業の生産・輸出入状況と地方工業
　ところで，本稿をもつらぬく問題関心であるところの，日本資本主義の確立の過程にお
いて，いわゆる「基軸産業」の発展の基盤となり，支柱となるいわゆる「支柱産業」とし
て編制される，かかる地方産業としての展開という観点から明治後期の岡山県の工業の状
況を検討するにあたり，その検討の方向を明瞭にすることを意図して，まずこの時期のわ
が国工業の生産・輸出入状況を概観しておこう。
　貿易統計は早くから整備されているものの，生産統計がきわめて不十分な状況のもとで
は，それをみることはきわめて困難であるが，この明治42年度を第1回とする『工場統計
表』の刊行によってそれが可能となるのである。すなわち，『工場統計表』における工業生
産把握とすでに早くから刊行されている『大日本外国貿易年表』における貿易統計とを関
連させることによって，この時期の産業・貿易構造をみることができるのである。しかし
元来は異なる統計であり，したがってその品目において異なり，また部門分類において異
なる両統計を結合させることは容易なことではない。このようななかで，両統計を通じて
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品目・部門別構成を同一基準によって再分類し，しかも生産財生産部門と消費財生産部門
という二部門分割視点からの再構成を行なった塩沢君夫他編『日本資本主義再生産構造統
計』（1974年　岩波書店）が刊行されており，これによってこの時期のわが国の産業・貿易
構造をあきらかにすることができる。すでに同書の共編者による明治42年基準の日本資本
主義の産業・貿易構造についての研究成果も公表されているが！3）ここでは工業製品に限定
し，商品別生産・輸出入構成をみておきたい。第1表，第2表はそのために作成したもの
である。ここからは多様な検討が可能であろうが，本稿での課題とのかかわりあいで，つ
ぎの諸点を確認しておきたい。
　まず，第1表をみていく。この年の工業生産額7億9，4！7万1千円の49．6％が紡織であり，
以下，食料品，化学，雑工業，機械器具，金風窯業で，紡織のウェイトが圧倒的にたか
い。この紡織をはじめ食料品，雑工業の，いわゆる軽工業のウエイトがたかいが，二部門
分割の視点からみると，例えば化学10，6％のうちわけは化挙1：．第1部門3．9％，化学II：
第2部門6．7％で消費財が7割を占める。重化学工業を金属，機械器具，化学とするならば，
それは全工業生産の20％となるが，二部門分割視点からの第1部門のウェイトをみると僅
か14．9％にすぎず，85．1％が第2部門である。
　この年に2億5，438万2千円の輸移入があるが，化学が最大の34．4％で，以下，食料品，
金属，紡織，機械器具，雑工業，窯業となっている。食料品における砂糖，紡織におけ
る特殊織物等の大きいことによって，食料品，紡織の輸移入も一定の大きさとなっている
が，輸入の主体は化学，金属，機械のいわゆる重化学工業品であり，それぞれが二部門分
割視点からの化学1，金属1，機械器具1が中心となっている。全輸移入品の53．4％が生
産財であり，消費財は46．6％である。
　この年3億9，501万3千円の輸出がある。その57．2％を紡織が占め，ついで雑工業，食料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む品，化学，金属，窯業，機械器具となっている。紡織をばじめとするいわゆる軽工業製品
が輸出中の大きなウェイトを占めており，化学はマッチ等の化学Hに多いのであり，いず
れも消費財である。全輸出の実に90．0％が第E部門製品・消費財である。
　以上の結果，第2部門は輸出依存度53．1％，国内供給率155．3％となり，国内消費を5割
もうわまわる生産があり，輸出に大きく依存している。これに対して第1部門は輸入依存
度115．1％，国内供給率54．1％であって，国内消費の5割強の生産しかなく，輸入に大きく
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第1表　工業部門別生産・輸出入状況 （明治42年）
貿　　易　　額 部　門　別　構　成　比 貿易依存度
生産額
輸移入額 輸移出額
国内消費額
生産額 輸移入額 輸移出額 輸入依存度 輸出依存度
国内供給率
紡　　織 1 　千円R93，623
　千円
R6313　，
　千円
Q26，282
　千円
Q03，654
　　％
S9．6
　　％
P4．3
　　％
T7．3
　％
X．2
　％
T7．5
　　％
P93．3
金　　属
???27，788
T，230
R3，018
39，386
@609
R9，995
26，125
Q，157
Q8，282
41，049
R，682
S4，731
3．5
O．66
S．2
15．5
O．24
P5．7
6．6
O．54
V．2
141．7
P1．6
P21．1
94．0
S1．2
W5．7
67．8
P42．0
V3．8
機械器具
???40，302
@672
S0，974
28，622
@404
Q9，026
4，951
@76
T，027
63，973
P，000
U4973　，
5．1
D0．08
T．2
11．3
O．16
P1．4
1．3
O．02
P．3
71．0
U0．1
V0．8
12．3
?P．3
P2．3
63．0
U7．2
U3．1
窯　　業
???18，793
V，610
Q6，403
　491
R，086
R，577
2，069
V，503
X，572
17，515
R，193
Q0，408
2．4
O．96
R．3
0．19
P．2
P．4
0．52
P．90
Q．4
2．6
S0．6
P3．5
1ユ．0
X8．6
R6．3
107．3
Q38．3
P29．4
化　　学
???31，187
T3，281
W4，468
67，444
Q0，025
W7，469
???，?，?????
95，961
S5，053
P41，014
3㌔9
U．7
P0．6
26．5
V．9
R4．4
0．68
V．2
V．8
216．3
R7．6
P03．6
8．6
T3．0
R6．6
32．5
P18．3
T9．9
食料品 H 147，24045，073 43，231149，08218．5 17．7 11ユ 30．6 29．4 98．8
雑工業 H 68，44512，929 51，696 29，6788．6 5．1 13．1 18．9 75．5 230．6
合　　　計 794，171 254，382395，013 653，540100．0 100．0100．0 32．0 49．7 121．5
第1部門 118，070135，94335，815 218，19814．9 53．4 9．1 115．1 30．3 54．1???
第H部門 676，10118，439359，198 435，34285．1 46．6 90．9 17．553．1 155．3
註　1）塩沢君夫他編『日本資本主義再生産構造統計』（1974年　岩波書店）より作成．
??
明治後期の岡山県の工業　799
依存している。産業部門別では：紡織，雑エ業が国内供給率が200％前後の，著しく輸出に依
存する部門であり，機械器具，化学が国内供給率が6割前後の，著しく輸入に依存する部
門である。化学1，機械器具1が特にそうである。金属は銅の輸出があることによって金
属1も輸出依存度が大きいが，同時に輸入依存度もきわめて大きく，基本的には輸入依存
である。食料品は砂糖の輸入が大きいことにより，国内供給率は98．8％にとどまり，また
輸入依存度も30．6％になるが，砂糖を除くと輸出依存となる。窯業は窯業Hが著しく輸出
依存である。
　第2表は主要個別産業についての状況をみたものである。すでにいくつかのものについ
てはふれてきたが，簡単にみていく。製糸，紡績，織物はそれぞれ全生産におけるウェイ
トが大きいが，これらは全輸出におけるウェイトも大きく，国内消費を大きくうわまわる
生産があり，輸出依存が大きい。特に製糸にその傾向が顕著である。その他雑製品，その
他食料品，製材木製品は生産において一定程度のウェイ・トを占めていて，国内供給率がた
かく，輸出依存度のきわめて大きい輸出産業である。マッチ，陶磁器，製茶はその生産額
は大きくないが，輸出依存度はきわめて大きく，これまた輸出産業である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　以上のごとくに，この明治42年の工業生産・輸出入状況は，この確立期日本資本主義は
生産財を大きく輸入に依存しており，この生産財の輸入が消費財の輸出によって可能とな
っていること，したがって消費財生産部門の輸出産業としての展開が日本資本主義の確立
を可能とした要因であったことを示しているといえよう。そのような輸出産業は紡織雑
工業をはじめとする諸部門における消費財生産部門であり，具体的には製糸，織物，陶磁
器，マッチ，製茶，その他食料品，製材木製品，その他雑製品等の諸工業である。これら
のなかにはマッチ製造業のごとくにあらたに移植されたものもあるが，その多くが各地に
広汎に展開していた伝統的な在来的地方的産業である。それらは海外輸出を契機として急
速に発展したもので，日本資本主義の発展過程において輸出産業として編制されてきたも
のである。各地に存在していた伝統的地方的産業にあって最も発展的な様相をみせるもの
はいずれもこのような輸出産業であり，「基軸産業」の展開を支える「支柱産業」である。
このように「基軸産業」を支える「支柱産業」としての編制過程は，地方的産業の「地方
産業」としての編制過程にほかならない。
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第2表　主要輸出工業生産・輸出入状況 （明治42年）
貿　　易　　額 部　門　別　構　成　比 貿易依存度生産額
輸移入額 輸移出額
国内消費額
生産額 輸移入額 輸移出額 輸入依存度 輸出依存度
国内供給率
製　　　　糸 　千円P11，561
翌旦
P，649
　千円
P31，172
　　千円
｢17，962
　％
P4．0
　％
O．64
　％
R3．2
　％
P．5
　　％
P17．6
　％
紡　　　績 130，659 6，643 32，913 104，38816．5 2．6 8．3 5．1 25．2 125．2
?????
織　　　　物 ユ33，091 27，18752，5ユ6107，762 16．8 10．7 13．320．4 39．5 123．5
その他紡織品 15，792 574 5，104 11，262 2．0 0．23 L3 3．6 32．3 140．2
窯業 陶　磁　　器 3，605 89 5，660△1966　　， 0．45 0．03 1．4 2．5 157．0
マ　　ッ　　チ 11，006 0 11，967 △　　9611．4 0 3．0
??
108．7
???????????????
???
油　脂　類 14，791 5，799 9，2ユ3 11β77 L9 2．3 2．3 39．2 62．3 130．0
醸　　　　造 92，557’　　674
??，
86，010 1ユ．7 0．26 1．8 0．73 7．8 107．6
砂　　　　糖 21，942 36，4745，628 52，788 2．8 14．3 1．4 166．2 25．6 41．6
?????
製　　　　茶 2，256 367 13，200△10，577 0．28 0．14 3．3 16．3 585．1
その他食料品 29，684 5，899 16，257 19326　， 3．7 2．3 4．1 19．9 54．8 153．6
製材木製品 19，932 1，306
??，
11，565 2．5 0．51 2．4 6．6 48．5 172．3
???
その他山製品 32，420 11，0574！，103 2，374 4．1 4．3 10．4 34．1 126．81，365．6
金属 金属精錬・材料品 20，740 34，2274β3630，631 2．6 13．5 6．2 165．0 117．3 67．7
註　1）第1表と同一書より作成．
　　2）国内消費額欄の△は計算上マイナスを，国内供給率欄の…は算出不可能を示す．
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3　明治42年の岡山県における工場の存在状況
　すでに前稿で述べたように，『岡山県統計書』における「工場」記載は，明治35年度から
は郡市別統計があり，また明治37年度からは産業部門別・種目別統計があって，この時期
以後はこの「工場」記載によって岡山県工場の動向を検討していくことができ，岡山県の
工業の状況の推移を概観することができる。当然のことながら明治42年度についてもこの
「工場」記載によりこの年の工場の存在状況を概観することができるのであるが，この年
度分はその他の年度分がすべて職工10人以上工場の「工場」記載であるのに対して，職工
5人以上工場についてであり，したがって，前後の年度分と直接連続させて検討すること
ができない。前後の年度分と比較していくためには，職工10人以上工場のものを作成せざ
るを得ない。また，いずれにしてもこの「工場」欄の統計は規模別把握はなく，一括集計
である。前稿の明治30年段階での工場の存在状況との対比はできない。このような理由か
らここでは『明治42年岡山県統計書』の「工場細別」欄にある職工10人以上工場の個別工
場記載にもとづいて集計を行ない，それによって検討していきたい。この年度には職工5
人以上工場の「工場」欄があるが，これを職工10人以上工場の集計結果とくみあわせるこ
とによって，その他の年度よりもより詳細にこの時期の工場生産状況を把握し得るとい
えよう。
　（1）　部門別・規模別状況
　第3表はそのようにして作成した工場の部門別の規模別存在状況を示すものである。こ
の年の岡山県には282工場，その職工15，518人が存在する。工場のうち原動機を使用するも
のは97工場で，原動機数127，馬力数8，463馬力である。職工中男工は4，278人である。岡山
県における工場の推移は前稿第2表でみたように，明治28年をピークとする工場及び同職
工数はその後減少し，明治30年間前半～40年’代はじめを底として，再び増加にむかうが，
明治28年の水準を越えるのは工場数においては大正9年，職工数においても大正4年であ
って，この明治42年はジグザグをたどりながら増加にむかいつつある時期であるといえる。
　　　　　　　　　　　　　（4）前稿での明治30年と比較すると工場数・職工数ともに少ない。しかし原動機使用工場の割
合は17，8％から34．4％に大巾に増加するとともに，使用原動機数・馬力数も70台3791．5馬
力から127台8，463馬力となる。原動機種類の記載はないが，1台あたり馬力数は54．2馬力
から66．6馬力に増大している。原動機使用1工場あたり原動機数・馬力数は1．3台68．9馬力
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第3表　工場部門別規模別状況
職工10人以上 20　人　以　上 30　人　以　上 40　人　以　上
製　　　　　　糸 10－138（6）q①1一ユ〉
5－109（7）
i②2－32＞
2－64（3）
q①1－3＞
1－40（2）
q①1－2＞
絹　糸　紡　績
綿　糸　紡　績
織　　　　　物 24－318（40）q④4－28＞
11－263（33）
q②2－12＞
4－136（28）
q①1－7＞
??????????
洋　　燈　　心
撚　　　　　　糸 1－13（0）
製　　　　　　綿 1－13　2q①1－50＞
ユー39（4）
q①1－30＞
染　　　　　色 1－17（17）q①1－5＞
小　　　　　計 3卜499（65）i⑦7－84＞
16－372（40）
q④4－44＞
7－239（35）
q③3－40＞
1－40（2）
ョ@1－2＞
石油発動機 1－15（15q①ユー4＞
消防ポ　ン　プ 1－18（18）ョ@1－3＞
9
???????????
農　　　　　　具 1－14（10）q①1－30＞
鋳　　　　　物 4－56（55＞i②2－8＞
自　　転　　車 1－11（10）ョ@1－5＞
1－26（26＞
ョ@1－3＞
小　　　　　計 ．8－114（ユ08＞q⑥6－50＞
ユー2626）
q①1－3＞
セ　　メ　　ン　　ト
弁　　　　　柄 5－52（38）q④4－3．7＋の
3－69（53）
q①1一α〉
煉　　　　　　瓦 1－24（24）
瓦 1－1G（9＞
??????????
土　　　　　管 1－25（15＞ 1－47（45）q①1－5＞
紙 12－143（65）q③3－8＋の
1－25（7）
q①ユー6＞
1－33（22＞
q①1－4＞
マ　　　ッ　　　チ 1－10（3＞ 1－23（6）
小　　　　　計 19昭ユ5115）q⑦7－11．7＋α〉
7－166（1151
q②2－6＋α〉
1－33　22
ｭ①1－4）
1－47（45）
q①1－5＞
刻　　煙　　　草
酒 ユ4－165（156）q③3－28＞
4－90（90）
i③3－32＞
醤　　　　　　油 1一ユ0（4）
精　　　　　　米 3－33（23）ョB3－148＞
???????
菓　　　　　子 1一ユ0（4）
ラ　　ム　　ネ 2－46（ユ4＞ョA2－5＞
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（明治42年）
50　人　以　上 ユ00人　以　上 200人　以　上． 500人　以　上 1，000人以上合　　　　　計
4－268（7）
q③5－24＞
5－764（18）
q⑤7－44＞
27－1，383（43）
q⑬17－106＞
17443（125）
ョ@3－581＞
1－443（ユ25）
i①3－581＞
4－Lユ36（265）
q④5－997＞
2－1，794（249）
q②5－970＞
3－4，074（1，026）
q③10－2，386＞
9－7，004（1，540）
q⑨20－4，353＞
3－254（69）
i②2－37＞
2－355（38）
q②4－66＋α〉
44－1，326（208）
q⑪13－150＋α〉
ユー89（13）
q①1－34＞
1－89（13）
q①1－34＞
1－117（67） 2－130（67）
2一・52（6＞
q②2－80＞
1－17（17）
i①1－5＞
8－611（89）
q⑥8－95＞
8－1，236（72＞
q⑦11－110＋α〉
5－1，579（39ω
q⑤8－1，578＞
2－1，794（249＞
ョA5－970＞
3－4．074（1，026）
ョB10－2．386＞
87－10，444（1，968）
@〈⑳57－5，309＞
1－15（15）
q①1－4＞
1－18（18）
ョ@1－3＞
1－14（10）
ョ@1－30＞
4－56（55＞
q②2－8＞
2－37（36）
ョA2－8＞
9－140（134）
q⑦7－53＞
1－73（67＞
q①1－65＞
1－73（67）
q①1－65＞
8－12ユ（101）
q⑤5－3．7＋α〉
1－51（51）
ョ@2－72＞
1－450（360）’
q①2－118＞
3－525（435）
q②4－190＞
1－10（9）
2－72（60）
ョ@1－5＞
4－271（214）
ョB9－869＞
1－130（115）
i①1－3＞
19－602（423）
q⑨15－890＋α〉
1－70（27）
q①1－4＞
3一ユ03（36）
q①1－4＞
7　465（359）
q⑥13－1，010＞
1－130（ユ15）
ョ@1－3＞
1－450（360＞
q①2－118＞
37－1．506（1，131）
q⑲27一ユ．157．7＋α〉
2－261（57）
q②2－122＞
1－249（51）
ョ@1－16＞
3－510（108＞
q③3－138＞
18－255（246）
q⑥6－11＞
1－10（4）
3－33「i23）
q③3－148＞
1－10（4＞
2－46（14）
q②2－5＞
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缶　　　　　　詰 1－10（3）q①1－3＞
襲　　　　　　茶 2－31（6）
小　　　　　計 22－259（202）i⑦7－180＞
6－136（ユ04）
q⑤5－37＞
花　　　　　莚 31－415146）LO－223（82） 1－33（16） 1－47（24）
麦桿真田紐 1－11（0）
麦桿真田原料 ユー20（4）
経　　　　　　木 10－132（56） 3－74（29） 3－1G4（42）
経木真田紐 2－27（10） 1－25（10＞
足　　　　　　袋 8－107（82）q②2－9＞
1－25（14＞
中冒　　　　　子 9－117（4） 5－1ユ1（0） 1－40（0）
糊　帯　材　料 1－31（8）q①1－16＞
弾　　水　　布 ユー24〔20）ョ@1－5＞
網 1－15（0＞
雑 紡績用　器具 1－10（5）q①1一？〉
花莚用器具 ユー10（6）
柳　　行　　季 2－21（17）
マ　ッ　チ　箱 1－20（17）q①1－8＞
製　　　　　　材 1－13（13）q①1－44＞
ユー37（37）
q①1－124＞
クレー・石筆・石粉 2－28（17）q①1－15＞
1－27（23＞
q①1一ユOO＞
木　炭　．製　俵 1－15（15） 1－2G（20＞
糸繰返・整径 1－10（2＞
仲　　　　　継 1－11（10）
印　　　　　　刷 2－23（14）
小　　　　　計 74－965（397）q⑥6－70＋α〉
25－569（219＞
i③3－113＞
6－205（103）
q②2－140＞
2－87（24）　　　　F
型　　　　　銅 1－26（26）q①1－59＞
1－46（41＞
i①2－45＞????
電　燈　点　火 1－16（16＞ョ@2－7ユ6＞
小　　　　　計 1－16（16）ョ@2－716＞
1－26（26）
q①1－59＞
1－46（41）
q①2－45＞
合　　　　　　　計 161－2，068（903）q⑭35－1，111．7＋α〉
56－1，295（530）
@（⑯16－262＞
14－477（160）
q⑥6－184＞
5－220（1121
i③4－52＞
註　1）　『明治42年岡山県統計書』より作成．
　　2）10－138（6）は工場数，職工数，（）内はうち男工数を示す．〈〉内の○は工場の
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1－10（3）
q①1－3＞
2－31（6）
2－261（57）
q②2－122＞
1－249（51）
q①ユー16＞
3ユー905（414＞
ョN15－355＞
1－8336） 44－801（304）
1－11（0）
1－20（4）
1－70（24） 17－380（15ユ）
3－52（20）
9－132（76）
ョA2－9＞
2－115（0） 17－383（4）
1－31（8）
ョ@1磁6＞
1－24（20）
ョ@1－5＞
1－15（0）
1－1015＞
q①ユー？〉
1－10（6）
2－21（17）
，
1－20q7）
q①1－8＞
2－50（50）
q②2－168＞
3－55（40＞
q②2－115＞
2－35（35）
1－10（2＞
1－11（10）
2－11553）
q②2－21＞
1－124（41）
q①2－25＞
5－261（108）
q④5－48＞
6－383（113）
q②2－21＞
1一ユ24（41）
q①2－25＞
114－2，333（897）
q⑭15－369＋α〉
1－102（101）
q①1－400＞
3－174（168）
q③4－504）
1－16（16）
q①2－716＞
1－102（ユ01）
q①1－400＞
4－190（184）
ョC6－1，220＞
21－1．459（561）
メi鴎3－1，126＞
13－1，853（386）
q⑫17－666＋α〉
7－2，278　801
q⑦11－1，712＞
2－1，794（249）
ョA5－970＞
3－4．074（1，026）
q③10－2，386＞
82－15，518（4，278）
i⑰127－8，463．7＋α〉
うち原動機使用正場数，機関数，馬力数を示す．馬力数のαは馬力数の記載ないものを示す．
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から1．3台87．2馬力へと増大している6工場制工業の進展がみられるといえよう。この間に
職工中の男工の割合が32．6％から27．6％へと減少していることも，男子熟練労働力による
手工業生産が後退しつつあることを示すものといえよう。部門別では染織87工場，機械器
具2工場，化学37工場，飲食物31工場，雑工業114工場，特別4工場となっている。雑工業
が最大であるが，明治30年と比較すると大巾に減少していて，この年の工場の減少はこの
雑工業工場の減少に大きくよっている。染織化学が大きく増加し，飲食物，機械器具に
も増加がある。特別は16工場から4工場に激減しているが，これは明治30年では工場にふく
まれていた採鉱場が除外されていることによる。職工数は染織10，719人，機械器具140人，
化学1，506人，飲食物905人，雑工業2，333人，特別190人となっていて，染織が最大で，つ
いで雑工業という明治30年と同様の傾向であるが，化学を除いていずれも減少している。
特別の2，131人から190人へという著しい減少はすでにのべた理由によるが，その他では雑
工業・飲食物における減少，特に雑工業におけるそれが著しい。
　規模別状況をみると，一方には職工2，043人を最大とする，職工1，000人以上工場が存在
するとともに，他方には職工10人台工場が多数存在しているというように，工場規模は多
様である。第4表により明治30年と比較しながら規模別にみると，職工10人台工場は工場
数，職工数のいずれにおいても大rDに増加，20人台，30人台，40人台，50人台，そして100人
台は工場数，職工数ともに減少，200人以上台は工場数増加，職工数減少，500人以上台は
工場数，職工数ともに減少，1，000入以上台は職工数減である。職工500人以上台の工場数
第4表　工場規模別構成の推移
職工10
l以上
20　人
ﾈ　上
30　人
ﾈ　上
40　人
ﾈ　上
50　人
ﾈ　上
100人
ﾈ　上
200人
ﾈ　上
500人
ﾈ　上
1，000
l以上合　計
工場数 36．2 21．4 13．34．9 15．0 5．5 1．9 1．0 1．0100．0明　治
R0年職工数 7．4 7．8 6．8 3．315．8 11．3 11．2 11．325．1 100．0
工場数 57．1 20．0 5．0 L8 ．7．4 4．6 2．5 0．7 1．1 100．O明　治
S2年職工数 13．3 8．3 3．1 1．4 9．4 11．9 14．7 11．6 26．3 100．O
註　1＞第3表ならびに拙稿「明治30年の岡山県における工場の存在状況」（本稿註く1））の第1
　　　表より作成．
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職工数の減少は採鉱所が除外されたことによるのであり，200人以上台工場の職工数の減少
もまた然りである。この間1に工場数は同じであるが職工数の減少し奉職工1，000人以上台工
場は使用原動機数，馬力数は7台！，687馬力から10台2，386馬ヵへと増大していて，機械制
工場としてのいっそうの拡充がすすんでいるといえるのである。職工10人台工場はこの間
に工場数が112工場から161工場に，職工数は1，462人から2，068人へと大「【］に増加し，全体
中のウエイトは工場数においては57．1％を占めるにいたっている。職工10人台の小工場は
絶対的にも相対的にも著しく増大しているのである。雑工場における減少をうわまわる染
織化学，飲食物，特に染織における増大があり，この規模は増大しているのである。以
　　　　　　　　　、
上の大規模工場の拡充，小規模工場の増加のなかで，その両極間規模の工場は工場数職
工数において減少し，そのウエイトが低下している。この年の岡山県の工場は一方では大
規模工場における機械制工場としての拡充がみられるとともに，明治30年には多数存在し
た数十名程度に及ぶ中規模工場が消減し，多数の小工場がうみ出されてきているといえる
のである。
　ついで各部門ごとの状況をみていこう。87工場10，444人の染織工場は工場数において30。4
％，聯工数において67．3％を占める。明治30年に比して，職工数が減少しているとはいえ，
工場数の増加は著しい。製糸工場と織物工場に増加がみられるが，特に織物工場のそれは
著しい。原動機使用工場は4分の1にとどまるとはいえ，工場数は藺莚工場のそれととも
に最大で織物生産においてもようやくマニュ・小工場生産が広汎に展開しているのである。
紡績工場は職工数に減少がみられるものの，全職工山中の48％をこの紡績業が占め，最大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　この部門である。大規模工場の規模は縮小しているが，この間に原動機・馬力数の増大は著
しく，機械制大工場としての姿をいっそう明確にしているといえる。そのほか洋燈心，染
色各1工場，撚糸，製綿各2工場がある。
　機械器具工場は9工場職工140人で，明治30年に比して1工場増，62人目である。鋳物の
4工場，自転車製造修理2工場，石油発動機2工場，消防ポンプ，農具各1工場である。
石油発動機，自転車製造修理にわずかにあたらしい動きがみられるが，この部門の展開は
微弱である。規模も最大で職工26人制ある。
　化学工場は37工場その職工1，506人，うち原動機使用のもの19工場である。明治30年の17
工場490人と比較すると，大きな増加があるが，そのうちの弁柄8工場，煉瓦3工場，土管
2工場，瓦1工場，セメント1工場は本来は窯業に属するもので，これらを除外すると製
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紙工場とマッチ工場となるのである。マッチは3工場にとどまるが，製紙は19工場職工602
人である。この部門では窯業以外ではこの製紙工場の展開がみられる。窯業の中では煉瓦
工場に職工450人のものがあり，ようやく煉瓦製造業の展開がみられるのである。
　飲食物部門は31工場職工905人で，明治30年と比較して．増加している。酒18工場，刻煙草，
精米各3工場，ラムネ，製茶各2工場，醤油，菓子，缶詰各1工場で，導爆制の施行にと
もなう煙草製造工場の激減があり，また酒工場が多くなっている。刻煙草工場はいずれも
職工100人以上であるほかは最大限20人台であり，規模は著：しく小さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　覧
　雑工業は114工場職工2，333人で，工場数においては最大，職工数においては染織部門に
つぐが，明治30年と比較するとその減少は著しい。うちわけをみると藺莚44工：場職工801人，
帽子17工場383人，経木17工場380人，足袋9工場132人，印刷5工場261人のほか，クレー・
石築・石粉，経木真田紐各3工場，柳行季，製材，木炭製俵各2工場，月旦八田紐，同原
料，纏帯材料，弾水布，網，紡績器具，花舶用器具，マッチ箱，糸繰返し整経，仲買各1
工場となっていて，多種類の工場が存在している。藺莚はこの部門で最大で，また工場数
においては全工場中で織物工場とともに最大であるが，明治30年の183工場5，115人と比較
するとその減少は著しい。これにかわって経木，帽子工場，また足袋工場が急増している
こと，またさまざまの雑工場が出現していることが目につく。この年にあらわれている印
刷（および新聞）工場に職工124人の規模のものがあるほかは，最大限50人台以下であり，
その規模は小さい。
　特別部門は4工場職工190人にとどまる。型銅3工場，電燈1工場である。明治30年にあ
った16工場職工2，131人の採鉱・精錬工場のうちの大きなウェイトを占めていた採鉱が「個
別工場」欄の記載からなくなっているために，この部門の工場，職工数は大きく減少して
いる。
　（2）地域別状況
　つぎにこの明治42年の工場の郡市別所在状況をみていく（第5表，第6表）。工場数にお
いては児島郡52，岡山市30，浅口郡27，和気郡24，都窪郡22，真庭，勝田，英田各郡は各
11，赤磐郡ユO，御津郡9，小田，吉備各郡各8，上房，川上各郡各7，上道郡6，邑久郡
5，後月郡4，久米郡1となっている。職工数では岡山市3，283人，都窪郡2，223人，．浅口
郡2，069人，児島郡1，606人，苫田郡1，049人，上道郡1，028人，和気郡1，011人，小田郡641
人，真庭郡617人，英田郡382入，後月郡319人，御津郡292入，上房郡232人，勝田郡212入，
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赤磐郡187人，吉備郡107人，川上郡101人；邑久郡89人，久米郡52人である。明治30年と比
較すると，まず，都窪郡，吉備郡，川上郡，御津郡，上道郡県において工場下職工数の
著しい減少がみられる。その内容をみると，都窪郡，御津郡は雑工業の著しい減少により，
川上郡は採鉱・精錬の減少によるのである。前者はその中心が藺莚の減少であり，先にみ
たこの年の明治30年に比しての工場数職工数の減少が大きく花莚工場のそれによってき
たことが，ここではその中心地における激減であったことをみることができる。川上郡の
採鉱・精錬工場の減少は明治42年には「工場細別」欄から採鉱所が除外されていること．に
よる。これに対してこの間に工場数ないし職工数が増加しているのは久米郡を除く美作地
方の諸郡と岡山市（職工増加〉，和気郡（工場数，職工数ともに増加）に限られている。ほ
かに児島郡，浅口郡，小田郡等が職工数は減少しているが工場数が増加している。これら
の諸郡市のうち岡山市で紡績の増加が最も大きいように，いずれも染織の増大があり，ほ
かに雑工業（和気郡，苫田郡，真庭郡等〉，化学（和気郡，苫田郡，勝田郡等）である。美
作諸相の染織工場の増加は製糸工場の増加であり，また児島郡の工場の増大は織物工場の
増大による。和気郡の工場の増大を担った化学工場は煉瓦等の窯業工場であり，ほかに雑
工場の帽子製造工場である。美作諸郡はうえにみた製糸工場の増加のほかに，苫田郡に製
紙工場とさまざまの雑工場である。前項での規模別状況において職工10人台工場のみが増
大したほかは大規模工場において実質的に拡充していることを除いて，20人台から数10人
台工場の減少は，田町工場の激減によることの大きいことをみてきたが，それは特に都窪
郡における10人台工場の激減であることをみることができる。この都窪郡では20人台工場
も減少しているのである。これに対して．増大傾向にあった和気郡や美作諸郡においては，
職工10人台に大きな増加があって，これらの諸郡を中心とする小工場の増大によって小藺
莚工場の著しい減少にもかかわらず，全体としては10脚台工場は増加してい’驍ﾌである。
減少したとはいえ小藺莚工場は多いのであり，それとともに各種の小工場が出現して県下
各地に10人台工場が広汎にひろがりつつあるのである。岡山市，都窪郡，浅口郡に近代的
大規模工場が屹立するとともに各地に原動力化もすすんでいない各種小工場が籏生してい
るのである。
　（3）工場創業年別状況
　以上において工場の部門別規模別，郡市別存在状況をみてきたが，その存在状況は明治
30年のそれとかなり異なっていた。このことは，明治30年現在の工場がそのまま存続する
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第5表　工場郡市別規模別状況
職工10入以上 20人以上 30人以上 40人以上 50人以上 1GO人以上
岡　山　市 19－238（183）q⑫13－935＞
3－66（26）
i①1－2＞
1－39〔4）
i①1－30＞
3－185（80）
q③3－25＞
1－124（41）
q①2－25＞
御　津　郡 6－82（15）q①1－5＞
1－26（3｝
i①1－6＞　　　．
2－184（105｝
ョA4－530＞
赤　磐　郡 4－41（33） 6－146（117）ｭ④4－34＋の
和　気　郡 11－143（17）ョ@1－5＞
7－165（62｝
q①1－100＞
2－87（45）
i①1－5＞
3－166（51）
ョ@2－72＞
P
邑　久　郡 3－45〔3＞ョ@一7＞
2－44〔4）
上　道　郡 1－15〔0） 2－49（32）q①1－3＞
」
， 2－127（113｝
q②4－243＞
児　島　郡 30－387（142）i③3－18＞
11－241（79）
q②2－63＞
5－166（65）
ョ@ユー4＞
ユー46〔41）
ョ@2－45＞
2－179154）
q①1－5＞
1－102（101）
q①1－400＞
小　　　計 74－951（393）q⑱19－98。〉
32－737〔323）
q⑩10－208＋α〉
　印U－205（69）
q②2－34＞
3－133（86）
q②3－50＞
12－841（403）
q⑨14－875＞
2－226（142）
q②3－425＞
都　窪　郡 11－150〔70）i②2－38＞
4－93（47）
ョ@1－5＞
1－31（8）
i①1－16＞
1－47（24） 2－158（51）
i①1－3⑳
2－298（391
q①2一α〉
浅　口　郡 19－233（128）ョA2－64＞
7－171（64） 1－37（37）
ョ@1－124＞
小　田　郡 4－56（22）q②2－13＞
1－21（6）
q①1－3＞
i－36〔1）
i①1－7＞
1－128（ω
ョ@2－16＞
後　月　郡 2－30（10） 2－289（16）i②3－78＞
吉　備　郡 8－IO7（62）i①1－8＞
上　房　郡 5－58（29）
D　　　一　　　一　　ゴ　．　　　　　　一
1－31（15＞ 1－143（29）
ョ@：一85＞
川　上　郡 5－56（42＞q④4－3．7＋α〉
2－45（30＞
小　　　計 54－690（363｝i⑪11－1．26．7＋α〉
玉4－330（147｝
ョA2－8＞
4－135（61）
i③3－147＞
1－47（24） 2－158（51）
q①1－32＞
6－858（84＞
ョD8－179＞
真　庭i郡 4－51（20） 2－48（4）ョ@1－30＞
1－34（14） 2－117（4＞
i①1－3＞
1－118（28＞
q①1－37＞
苫　田　郡 15－194（83）q④4－4＋α〉
5－119（53）
q②2－14＞
1－39｛13） 3－237｛8至）
q②6－213＞
3－458（115＞
ョB4－14＞
勝　田　郡 8－98〔29） 1－20（0）i①1－2＞
1－40（2）
q①1－2＞
1－54〔20）
英’田　郡 6－84〔15）i①1－1＞
2－41（3｝ 2－64（3＞
q①1－3＞
1－193（17）
q①1－5＞
久　米　郡 1－52〈2）qΦ1－3＞
小　　　計 33－427（147）i⑤5－5＋α〉
10－228（60）　「
q④4－46＞
4－137（30）
ョ@1－3＞
1－40（2）
ョ@1－2＞
7－460（IO7）
ョC8－219＞
5－769（160）
q⑤6－56＞
合　　　計 161－21068（903）q⑭35－1、11L7＋α〉
56－1．295〔530）
ョO16－262＞
！4＿477（160）
i⑥6－184＞
5－220（112）
q③4－52＞
21－1，459（561）
q⑭33－1、126＞
13－1、853（386）
q⑫17－660＋α〉
塾主　　1）　第3表と1司一書よりf乍成．
　　2）数字での表示内容は第3表と同じ．
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郡市別構成比 1工場あたり
E　　工　　数200木以上 500人以上1．000人以上
合　　　　計　　　、
工　場　　職　工
1－443（125）
i①3－581＞
1－937（143）
ョ@2－450＞
1－1．251｛275｝
q①4－883＞
30－3，283（877）
i⑳29－2，931＞
10．6％
@　　　21．2％
　　　人
P09．4
9－292（123）
q④6－541＞
3．2
@　　　1，9
32．4
互0－187（150）
q④4－34＋α〉
3．5
@　　　1，2
18．7
1－450（360）
q①2－118＞
24－1，011（535）
@⑮7－310＞
8．5
@　　　6，5 42．1
5－89〔7＞
i①1－7＞
1．8
@　　　0．57
17．8
1－857α06）
q①3－520＞
6－1，028（251）
i④8－766＞
2．1
@　　　6．6
171．3
2－485（102）
q②3－350＞
52－1，606〔584）
@（⑪13－885＞
1巳．4
@　　　1G．3
30．9
4－1，378〔587）
q④8－1，049＞
2－1，794（249）
q②5－970＞
1－l1251（275｝
i①4－883＞
136－7．516（21527）
q⑩68一5，474＋α〉
48．2
@　　　48．4
55．3
1－1、446〔524）
q①3〒800＞
22－2、223（763）
i⑦10－891＋α〉
7．8
@　　　14．3
101．0
1－251（70）
ョ@1－175＞
1－1，377〔227）
ョ@3－703＞
29－2，069（526）
q⑤7－1，066＞
10．3
@　　　13．3
7ヨ．3
1司00（93）
ョ@1－472＞
8－641（122｝
q⑥7－511＞
2．8
@　　　4．1 80ユ
4－319（26＞
q②3－78＞
1．4
@　　　2．5
79．8　馬
8－107（62）
q①1－8）
2．8
@　　　0．68
13．4
7－232（73）
i①1－85＞
2．5‘
@　　　1．49
33．1・
7－101〔72）
i④4－3，7＋α〉
2．5
@　　　0．65 14．4
2－651（163）
ョA2－647＞
2－2，823（751）
i②6－1．503＞
85－5，692（1，544｝
q⑳33－2、642．7＋α〉
30．1
@　　　36，7 67．0
1－249｛51）
q①1－16＞
11－617〔121）
q④4－86＞
3．9
@　　　4．0
56．1
27－1、049（345）
q⑪16－245＋α〉
9．6
@　　　6．8
38．9
1ト212〔51）
i②2－4＞
3．9
@　　　．1．4 19．3
U－382（38＞
i③3－9＞
3．9
@　　　2．5
34．7
， 1－52（2＞
q①1－3＞
0．35
@　　　0．3塾 52．0
1－249（51）
ョ@1－16＞
61－2．31q〔557）
q⑳26－347＋α〉
21．6
@　　　14．9
37．9
7－2，278｛801）
i⑦11－1，712＞
2－1，794〔249）
ョA5－770＞
3－4，074（1、026）
q③10－21386＞
282－15．518（4，728）
i⑰127－8，463．7＋α〉
100．0
@　　　100．0 55．O
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第6表　工場郡市別部門別状況
染　　　職 機械器具 化　．学 食　料　品 雑
岡　山　市 4－2，670’
i547）
q④IO－1，944＞
4－58（53）
ョC4－42＞
3－91（37）
ョ@1－4＞
9－119（84）
q⑥6－133＞
9－329（140｝
ョD6－92＞
御　津　郡 3一亘28（17）i③3－45＞
1－95（92）
i①3－496＞
5－69（至4）
赤　磐　郡 1－27（4）ョ@1－6＞
4－80（74）
i①1一α〉
4－70〔70）
q②2－28＞
1－10〔2）
和　気　郡 2－25（0） 5－597（495）q③5－195＞
17－389（40）
ョA2－115＞
邑　久　郡 1－15〔3｝ョ@1－7＞
4－74｛4）
．上　道　郡 2－872（106）q①3－520＞
1－26〔26）
i①1－3＞
3－150（119）
ョA4－243＞
児　島　郡 31－1，137（248）q⑤6－368＞
1－33（22）
i①1－4＞
3－43（43）
i①1－4＞
14－219｛103）
ョ@1－5＞
小　　　計 44．一4、874（925）q⑮24－2，890＞
5－84（79）
ョD5－45＞
17－1、046（839）
q⑨15－942＞
16－232．（197）
i⑨9－165＞
50－1、090〔303）
ョG9－212＞
都　窪　郡 5－1，834（578｝q③6－832＋α〉
1－16（15）
ョ@1－3＞
1－12（12）
ョ@1－35＞
15－361（158）
q②2－21＞
浅　口　郡 6－1．706（303）q③5－928＞
5－61（53）
i①1－14＞
18－302（！70）
i①1－124＞
小　田　郡 4－583（94＞q④5－503＞
1－12112＞
q①1－5＞
2－31〔10＞
i①1－3＞
1－15（6）
後　月　郡 4－319（261ョA3－78＞
一　一　．一　「
吉　悌　郡 1－18（18） 1－11（7）i①1－8＞
2－28（28） 4－50（9）
上　房　郡 1－10〔9） 1－143（29）ョ@1－85＞
5－79（35）
川　上　郡 4－41（27）q④4－3．7＋α〉
3－60｛45）
小　　　計 19－4．442（1，001｝ョK19－2，341＞
3－46（45）
ョA2－8＞
6－62（43）
ｭ⑤5－1L7＋の
11－275（132｝
q④4－137＞
46－867（423）
q③3－145＞
真　庭　郡 5－175（8）ョA2－33＞
2－367（791
q②2－53＞
4－75（34＞
苫　田　郡 5－455（1）q③6－29＞
1　1－10（10） 8－292〔205）
q⑤7－204＋α〉
13－290（129）
q③3－12＋α〉
勝　田　郡 5－105（4）i②2－4＞
5－96（39） 1－U（8）
英　田　郡 8－341（271ョB3－9＞
1－10（5＞ 2－31（6）
久　米　郡 5－52（2）q①1－3＞
小　　　計 24－1，128（42）q⑪14－78＞
1－10（10） 14－398（249）
i⑤7－204＋α〉
4－398（85）
q②2－53＞
18－376（171｝
q③3－12・＋の
合　　　言† 87－10．44411，968｝ｭ⑳57－5，309＋の
9－140（194｝
ョF7－53＞
37711506（1，13D
q⑲27－1，157．7＞
1－905（4141
q⑮15－355＞
114－2，333（897）
q⑭15－369＋α〉
註　1）第3表と同一書より作成．
　　2）数字での表示内容は第3表と同じ．
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一　　特　　　別 主　　　　　要　　　　　個　　　　　別　　　　　部　　　　　門
合　　　計 製　　　糸 紡　　　績 織　　　物 藺　　　建
1－16（16）
i①2－716＞
30－3，283（877）
ョS28－2．931＞
3－2，631（5431
q③9－1、914＞
3－54（19）
9－292〔123）
q④6－541＞
2－39（4）
q②2－11＞
4－58｛9）
10－187〔150）
i④4－34＋α〉
1－27（4）
ョ@1－6＞
24一且．011（535｝
@〈⑤7－310＞
1－12（O）
5－89（7）
ョ@1－7＞
1－15〔3｝
i①1－7＞
！一22（4）
6－11048（251）
ョC8－766＞
1－8571106）
i①3－520＞
1－15（0）
3－174（168）
q③4－504）
52－1．606（584）
@（⑪13－885＞
2－485〔102）
ョA3－350＞
28－635〔129）
q②2－13＞
9－156（59）
4－190（184）
q④6－11220）
136－7，516（2，527）
ｭ⑩68－5，474＋の
1一・12（0） 6－3、973（751＞
q⑥15－2，784＞
33－731（140）
i⑥6－37＞
17－296｛91）
22－2，223（763）
i⑦10－891＋α〉
1－1，446（524）
q①3－800＞
3－271〔38＞
ｭ②3－32＋の
12－294（126）
29－2．069（526）
ョD7－1，066＞
2－1，628〔297）
q②4－878＞
3－65（4） ll－167（78）
8－6仙〔122｝
ョE7－511＞
1－128（0）
q①2－16＞
1－400（93）
q①1－472＞
2－55（1）
ョA2－15＞
4－319（26）
q②3－78＞
1－U5（1）
i①1－12＞
3－204（25）
q①2－66＞
ρ　　8－107（62）
@　＜①1－8＞
4－50（9）
7－232（73）
ョ@1－85＞
7－101（72）
q④4－3．7＋α〉
85－5，692（1．544）
q⑳33－2，642．7＋α〉
2－243（1）
q②3－28＞
4－3，474（914）
q④8－2，150＞
11－595（68）ノ
ョD7－113＞
27－511〔213）
11－617（121）
ョC4－86＞
5－175（8）
i②2－33＞
27－11047（345）
q⑪16－245＋α〉
5－455（1）
q③6－29＞
11－212〔51）
i②2－4＞
5－105（4）
q②2－4＞
11－382（38）
ョB3－9＞
8－341（27）
q③3－9＞
1－52〔2）
i①1－3＞
1－52｛2）
ョ@1－3＞
61－2．310（557）
q⑳26－347＋α〉
24－1，128（421
@〈⑪14－78＞
4－190（184）
q④6－1，220＞
282－15．518（4，728）
ｭ⑰127－8．463．7＋の
27－1，383（43）
q⑬17－106＞
10－7，447〈1，665）
i⑩23－4，934＞
44－1，326（208）
i⑪13－150＋α〉
44－807（304＞
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のではなく，あるいは消減し，あるいは新しく工場が成立するという，激しい興亡をくり
かえしていることを予想させるものといえよう。いまこの点をこの年の工場の創業年別状
況からみていこう。
　第7表はこの年に存在する282工場の創業年別状況を示すものである。この年に創業した
ものが41工場で最も多く，前年23工場，前々年21工場となっている。明治40年代に入って
から創業というものが合計85工場に達する。この明治42年の状況を明治30年の状況と此回
すると，この間の激しい変動をみることができる。明治42年に存在する工場のうち明治30
年以前創業のものは114工場であり，あとは明治31年以降に創業のものである。ところで明
治30年には309工場があったが，それらは創業年不詳をも含めてすべて明治30年以前創業の
ものである。この2つの年度の明治30年以前創業工場の数字：から，明治30年にあった工場
のうち明治42年まで存続しているものは最大限114工場であり，最も少くとも195工場が消
滅したということになる。
　もう少し詳細にみてみよう。明治30年に存在する工場309工場は最も多い明治29年を
中心とする明治20年代後半にその創業年が集中していた。明治30年38工場，29年62工場，
28年53工場，27年36工場26年35工場であった。ところで明治42年に存在する工場のうち
これらの年度に創業したものは，それぞれ6工場，i7工場，7工場，9工場，3工場にす
ぎない。明治30年にあった工場で明治30年創業のもののうち明治42年まで存冒しているも
のは最大限6工場，消滅したものは最も少くとも32工場ということになる。同じように明
治30年にあった工場で明治29年，28年，27年，26年に創業のもの62工場，53工±a，　36工場，
35工場のうち，明治42年まで存続しているものは，最大限，17工場，7工場，9工場，3
工場であり，この間に消滅したものは少くとも45工場，46工場，27工場，32工場に及ぶと
いうことになる。明治28年から明治30年頃が岡山県における工場数推移におけるひとつの
ピークをなし，明治20年代後半は工場籏生期であることをみてきたが，ここで籏生した工
場の多．くはその後存続することなく消滅しているのである。
　このことは明治30年の工業構成を特徴づけた藺莚工場のそれに最も顕著にみることがで
きる。明治30年に183工場のうち明治42年まで存続しているものは最大限17工場で，少くと
も166工場が消滅している。明治30年にあった明治30年創業工場23はすべて消滅し，29年創
業40工場，28年創業38工場，27年創業21工場，26年創業23工場のうち存続しているものは
最大限5工場，2工場，2工場，2工場であり，少くとも35工場，36工場，19工場，21工場
一142　一
???
第7表　工場創業年別状況 （明治42年）
明治
S2年41 40 39 38 37 36 3534 33 32 31 30 29． 28． 27 26 25
20～2415－110～14
??明治
ﾈ前
???
合　計
染　　織 6 8 9 7 5 3 2 1 2 1 2 3 8 1 3 1 2 9 2 4 6 1 87
機械器具 3 1 2 1 1 1 9
化　　学 4 3 1 1 2 2 1 2 ．2 2 4 7 1 1 2 2 37
飲食物 2 1 2 1 3 1 2 1、 2 1 1 2 3 2 7 28
雑 26 11 8 4 4 7 3 6 2 5 2 3 1 7 2 轄3 2 2 7 3 3 3 114
特　　別 1 1 1 1 ．4
合　　計 41 2321 15 13 11 7 8 6 7 6 5 6 17 7 9 3 924 6 9 8 16 3 282
製糸 2 2 3 2 2 2 1
? 3 ? 1 1 3 3 27
紡績 1 1 1 1 1 1 2 1 ? 10
織物 2 5 3 4 2 1 1 1 1 3 3 2 2 5 1 1 6 1 44
紙 3 3 1 2 1 1 2 2 4 19
???????????
?
1 1 1 1 1 1 2 2 2 6 18
花莚 1 2 4 2 2 2 5 2 2 2 3 5 2 2 2 1 4 1 44
経木 12 2 1 1 1 17
帽子 8 4 2 2 1 17
足袋 1 1 2 1 1 3 9
註　1）第3表と同一書より作成．
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が消滅している。明治20年代の後半に籏生した花莚工場はその後その多くが消滅していく
のである。この花莚にはその後もあらたに創業する工場もあり，その後も大きなウェイト
を占めるのであるが，明治30年代後半からこの花莚とともに製糸工場，織物工場，製紙工
場，経木工場，帽子工場などが創業し，岡山県の工場構成にあたらしい側面をつけ加えて
いくのである。
　（4）工場部門別・地域別構成の特徴
　以上，明治42年の工場の存在状況をみてきたが，ここでこの年の工場の部門別・地域別
構成にみられる特徴をあきらかにしておこう。
　第8表はこの工場の部門別構成を示すものである。この年の岡山県の工場数は染織30．9
％，機械器具3．2％，化学13．1％，食料品11．0％，雑工業40．4％，特別1．4％，その職工数
はそれぞれ67．3％，0。9％，9．7％，5．8％，15。0％，1．2％である。工場数では雑工業が最
大で，ついで染織，化学，食料品，機械器具，特別であり，職工数では染織が最大で，つ
いで雑工業，化学，食料品，特別，機械器具である。雑工業は工場数において第1位では
あるが，そのウェイトは63．8％から40．4％へと大巾に減少するとともに職工数も28．4％か
ら15％へとおおよそ半分に減少している。これは明治30年に工場数において59．2％，職工
数において26％という大きなウェイトを占めていた藺莚工場の減少とウェイトの低下によ
るのである。この藺莚工場のその後もひきつづく減少により大正6年にはこの雑工業のウ
エイトはさらに低下するのである。染織の職工数におけるウェイトの増大は明治30年に個
別産業として最大のウェイトを占めていた紡績業のいっそうのウェイトのたかまりによる
が，同時に製糸工場，織物工場の増加によるところが大きい。工場数における染織のウェ
イトのたかまりはなによりもこの織物工場の増加によるのである。この織物業の増加はそ
の後もいっそうすすみ大正6年には工場数の33．7％，職工数の24％に達するのであって，
これに製糸工場，紡績工場のひきつづくたかさとあいまって，染織は工場数，職工数のい
ずれにおいてもいっそうそのウェイトをたかめるのである。化学工場は工場数，職工数の
いずれにおいてもそのウエイトをたかめている。それはすでにみたように備前東部におけ
る窯業に属する諸製造工場と美作地方における製紙工場の展開によるのである。煉瓦製造
工場はひきつづきそのウエイトをたかめっっ，化学工場はその後も工場数においていっそ
うウェイトをたかめ，また職工数においても一定のウェイトを維持し’ていく．のである。食
料品工場は明治30年に比してそのウェイトをたかめているが，その後，再びそのウェイト
一144　一
明治後期の岡山県の工業　817
第8表　工場部門別構成
明　　治　　30　年 明　　治　　42　年 大　　正　　6　　年
部門別構成比 部門別構成比 部門別構成比1工場
?ｽり
E工数 工場 職工
1工場
?ｽり
E工数 工場 職工
1工場
?ｽり
E工数 工場 職工
染　　織 　　　人223．1 15．5％ 54．4％　　　人120．0 30．9％ 67．3％ 　　人131．7 48．9％ 69．0％
食料品 22．9 7．4 2．7 29．2 1LO 5．8 16．0 6．3 1．0
雑 28．4 63．828．4 20．5 40．4 15．0 25．9 19．4 5．1
小　　計 62．8 86．7 85．5 59．082．3 88．1 98．74．6 75．2
機械器具 29．0 2．6 1．2 15．6 3．2 0．90 106．1 4．4 4．8
化　　学 28．8 5．5 2．5 40．7 13．1 9．7 46．3 ユ7．1 8．i
特　　別 ユ33．2 5．2 10．8 47．5 ユ．4 1．2 305．7 3．8 11．9
小　　計 69．2 13．3 14．5 36．7 17．7 11．8 95．7 25．4 24．8
合　　計 69．6 100．0100．0 55．0 ユ00．0 100．0 97．9100．0 100．0
製糸 70．5 6．8 7．5 51．2 9．6 8．9 80．0 9．5 7．9
紡績 825．2 ・3．241．9 833．0 3．5 48．0 122．12．9 35．6
織物 62．9 4．2 4．2 30．1 ユ5．6 8．5 69．7 33．7 24．0
煉瓦 68．0 1．3 0．61 175．0 L4 3．4 52．2 6．7 3．6
紙 34．0 0．320．ユ7 3ユ．7 6．7 3．9 30．5 3．5 ユ．ユ
?
44．0 0．32 0．22142 6．4 L6 15．7 2．2 0．36
煙草 15．9 2．9 0．73 170．0 1．1 0．32 一 0 0
????．???????????
精穀 25．2 1．6 0．64 11．0 1．0 0．21 18．00．32 0．06
藺莚 28．0 59．2 26．0 18．2 15．68．5 18．4 4．4 O．83
麦稗^田 36．6 2．3 1．3 11．0 035 0．07 14．0 0．63 0．09
経木 一 0 0 22．4 6．0 2．4 一 0 0
足袋 12．0 0．64 0．55 14．7 6．4 1．6 23．1 2．9 0．67
帽子 一 0 0 22．5 6．0 2．5 26．3 1．0 O．26
印刷 一 0 0 52．2 1．8 L6 68．4 3．5 2．4
造船 一 0 0
b　＿ 0 0 397．7 0．95 3．9
註　　1）第3表と同一書ならびに『大正6年岡山県統計書』より作成．
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を低下せしめているのである。酒造工場の一定程度の展開があるとはいえ，この部門にお
いては工場の展開は顕著ではない。機械器具はこの年も小さい。職工数においては減少さ
えしている。この部門の展開がきわめて微弱であることを示している。特別はこの間にそ
のウエイトを大きく減少している。これはすでにみたように明治30年には含まれていた採
鉱所が工場から除外されたことによるのである。この特別はやがて電力，瓦斯によってそ
のウェイトを増大していく。以上の部門別を，染織食料品，雑工業を軽工業，機械器具，
化学，特別を重化学工業として，軽工業，重化学工業別構成でみると，前者は工場数の82．3
％，職工数の88．1％を占めることになる。軽工業が圧倒的ななかで小さいウェイトではあ
るといえ存在する重化学工業ではあるが，それとても窯業，製紙等が多く，本来の生産財
は僅かに銅（精錬），煉瓦（耐火煉瓦）にとどまる。岡山県の工業は消費財生産がそのほと
んどを占めているのである。
　明治42年目工場の部門別構成は，明治30年と同様に近代的大規模紡績工場の職工数にお
ける圧倒的ウェイトとともに，ひきつづく雑工業のウェイトのたかさということに特徴が
あるが，同時にようやく織物工場の展開があり，また，窯業工場，特に煉瓦工場の展開が
はじまり，さらに大巾に後退したとはいえなお大きなウェイトをも？藺莚とともに，経木，
帽子，足袋等の諸製造工場の展開があって，後年の岡山県の産業構成を特徴づける諸製造
工場が出そろいつつある時期であるといえるのである。
　つぎに地域別構成の特微をみる。第9表はそのために作成したものである。明治42年目
構成は，備前は工場数において48．2％，職工数において48．4％を占めており，以下，備中
第9表　工場地域別構成
明　治　30　年 明　治　42　年 大　正　　6　年
地域別構成比 地域別構成比 地域別構成比1工場
?ｽり
E工数 工場数 職工数
1工場
?ｽり
E工数 工場数 職工数
1工場
?ｽり
E工数 工場数 職工数
備　前 67．4人 35．3％ 37．3％ 55．3人 48．2％ 48．4％1．4人 6工．0％ 50．7％
備　中 62．1 57．0 55．0 67．G 3Q．Q 36．7146．4 29．2 43．7
美　作 58．8 7．8 7．2 37．9 21．6 14．9 56．29．8 5．7
全　県 63．7 100．0 100．055．0 100．0 100．097．9 100．6 100．0
註1＞第8表と同一・書より作成．
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の30％，36．7％，美作の2！。6％，14．9％となる。明治30年の備中の異常ともいえるたかさ
が後退し，美作がウェイトをたかめているが，これは明治30年にその多くが備中に集中し
ていたところの，後年に比して異常ともいえる二大な数に及ぶ花莚工場がこの聞に哀退して
いることによるところが大きい。この間に備前はそのウェノトをたかめているが，その後
の備中における再展開にもかかわらず，備前はそのウェイトをいっそうたかめていく。明
治42年差は製糸工場，製紙工場，各種雑工場の展開により，そのウェイトft　一定程度たか
めた美作ではあるが，その後の備前，備中における工場の発展により，美作のウェイトは
再び大きく低下していくのである。明治42年の地域別構成はこのようなその後の県南にお
ける工業の発展と早戸の停滞化が本格的にはじまりつつある時点の状況を示しているもの
と思われる。いいかえれば，その後の地域的差異をもたらす工業化がようやく本格化しつ
つある時点での地域的構成を示しているといえるのである。
4　岡山県の主要工業の生産形態
　前節においては，「工場細別」欄の個別工場記載を加工集計することによって明治42年に
おける工場の部門別・地域別状況を検討し，部門別・地域別構成における特徴をあきらか
にしてきた。それは職工10人以上の工場についての検討であったが，ここではこの職工10
入以上工場を全工業生産のうちに位置づけつつ，この工業生産形態を検討していきたい。
　まず，職工10人以上工場のうちの原動機使用工場の割合であるが，この点について第10
表によってみていく。職工10人以上工場278のうち，原動機使用のものは93工場，その職工
数11，853人で，全体中のそれぞれ33．5％，77．3％である。工場数における原動機使用工場
のウエイトは機械器具，化学が特にたかく，以下飲食物，染織が全平均をうわまわり，雑
工業が12．3％で小さい。工場数の最大の雑工業における原動機使用工場割合の・」・ささが全
体を33．5％にとどめているのである。職工数でみると，原動機使用工場のウェイトは染織
が89．8％で最大で，以下機械器具，化学，飲食物となり，雑工業は19．7％にとどまる。こ
の雑工業を除いては職工10人以上工場の職工の8割から9割が原動機使用工場に属してお
り，工場工業が支配圏となっているといってよいであろう。職工10人未満工場は原動機有
無は工場数のみしかあきらかにしえないが，全工業で原動機使用工場は13．1％にすぎない
ことからみて，手工業生産が中心であり，■ニュファクチユア生産が支配的であったとい
えよう。このようにほぼ職工10人以上工場に支配的な工場工業と職工5人以上10未満のマ
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第10表　工場中の原動機使用工場のウエイト
職工5人以上工場 うち職工5人以上10人末満工場
工場数　職工数（うち男工数） 工場数　職工数（うち男工数）
染　織 　　　　　　　　　人112－10，951（2，054） 85－507（90）人
原動機使用せず 122 73
原動機使用工場 50・ 12
機械器具 36－　310（304） 27－　170（170）
原動機使用せず 19 17
原動機使用工場 17 10
化　学 60－　347（221）
原動機使用せず 76 58
原動機使用工場 21 2
飲食物 139－1，555（994） 108－　650（590）
原動機使用せず 97 81
原動機使用工場 42 27
雑 323－3，789（1，652） 209－1，456（755）
原動機使用せず 296 196
原動機使用工場 27 13
合　計 767－18，458（6，360） 489－3，130（2，266）
原動機使用せず 610 425
原動機使用工場 157 64
註1）第3表と同一書より作成．
　　2）構成比欄　左は工場数，右は職工数について示す．
ニュファクチユァ，それにこの『工場統計表』では把握できない彪大な数の小生産とから
なっているのである。
　ところで，この『工場統計表』には捕捉されていない彪大な小生産をも含んだ全生産は
「農商務統計規程」における「種目別工業調査」において把えられるのであり，それは各
府県単位では『農商務統計表』に表示されるとともに，各府県の『府県統計書』に反映さ
れるのである。第11表は『明治42年岡山県統計書』に記載されている工業種目について生
産状況を示したものである。製糸業についてみると，全製造戸数は525戸で，うち5人以上
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（明治．42年）
同職工10人以上工場 原動機使用 ・不使用別構成比
工場数　職工数（うち男工数）　　　　　　　　「 工　　場、 うち職工5人以上P0人目満工場
同10人以上工場
87－10，444（1，968）人100％　100％ 100％　10Q％ 100％　100％
49－1，063（128） 70．9　　一 85．9　　一Ψ　　56．3　　10．2
38－9，381（1，840） 29．1　　一 14．1　　一 43．7　　89．8
9－　140（134） 100　　　100 100　　　100 100　　　100
2－　　28（　28） 52．8　　一 63．0　　一 22．2　　16．5
7－　112（106） 47．2　　一 37．0　　一 77．8　　83．5
37－1，506（1，131） 100　　　100 100　　　100 100　　　100
18－　310（179） 78．4　　一 96．7　　一 48．6．　20．6
19－1，196（952） 21．6　　一 3．3　　一 51．4　　79．4
31－　905（414） 100　　　100 100　　　100 100　　　100
16－　200（160） 69．8　　一 75．0　　一 51．6　　22．2
15－　705（254） 30．2　　一 25．0　　一 48，4　　77，8
114－2，333（897） 100　　　100 100　　　100100　　100
100－1，874（639） 91．6　　一 95．8　　一 87．7　　80．3
8．4　　一 6．2　　一 ！2．3　　19．7
278－15，328（4，094） 100　　　100 100　　　100 100　　　100
185－3，478（1，134＞ 79．5　　一一 86．9　　一 66．5　　22．7
93－11，853（3，410） 20．5　　一 13．1　　一 33．5　　77．3
工場は50，10人以上のみをとると27であって，全製造所数中の9，5％，あるいは10人以上の
みは5．1％である。5入以上工場の生産額は全生産の74．9％を占める。このようにみていく
と，5人以上工場の占めるウエイトが大きいのは紡績，陶磁器，煉瓦，セメント，製糸，
製紙，マッチ，油，足袋等にとどまる。これらのうち陶磁器，マッチ，製糸，製紙，油，
足袋等は工場とはいえ原動機使用のものは少なく，その平均規模も小さい。マニュファク
チュア生産が主体となっているのである。織物，造酒，二二，二二及経木真田には職工5
人以上工場は一定数あるが，それは全製造所中のきわめて小さい部分でしかなく，しかも
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第11表　工場のウェイト
全 製 造 所 工 場
製造 戸数 ｿ事者数 製 造価額 工 場 数 職　　工　　数
製　　　9 糸
　　　戸525 　　人一 1，178，750円 50
Q7
1，519人
P，381
紡 績 10 6，848 一
10
P0
、． 7，4．47
V447
織 物 17　901　　， 21，547 4．636，965 93S4 P，326
陶　　　　磁 器 103 155 35，852
? 　　　　　uo
u　　　　　Q
煉 瓦 19 364 215，522 19@3
616
T25
セ　　　メ　　　ン
? 1 73 ｝
?? 73
V3
一マ　　　　　　ツ チ 5 106 68，380
? 103
T25
西　　　　洋 紙 3 235 53ユ，61ユ 47 751
和 紙 691 2，496 484，213
｝
19 602
油 151 一 111，393
? 103
@0
硫　　　　。 酸 1 30 41，364
? ?
人　　造　　肥 料 7 59 1，030，275
? ?
砂 糟 220 一
10　148　　「
? ?
素 廼 427 806 557，98ユ 2 10
乾　　　　賜 曾屯 281 688 169，504
?
o 0
機　械　製　麦 粉 238 297 455　136　　　髄
? ?
澱 粉 269 一 4，044
? ?
罐 ユ8 100 51，671
? 15
P0
清 酒 416 1，974 4，396，096 72 586
醤 油 733 1，367 1，509，572
?
18 255
花 莚 24」56 3，152，434 108S4
1，203
@801
畳　　表　　黄 颪 9，602 10，999 822773　　　，
? ?
麦稗及経木真田紐 33，405 104，086 2，112，959 71S
739
@63
足 袋 271 925 955567　　　， 27@9
257
P32
取　　卸　　薄 荷 111 144 121，422
? ?
製 藍 202 259 44，803
? ?
漆 器 16 39 3，983
? ?
漆 液 16 一
，
1，224
? ?
刷・ 子 1 3 800
? ?
製 革 2 2 458
? ?
扇　子　及　団 扇 11 46 2，050
? ?
竹　　　　製 口口q 36 51 2，530
? 10
@0
弾　水　布　爪 皮 2 40 30，000
? 31
Q4
註　1）第3表と同一書より作成．
　2）工場欄上段は職工5人以上，下段はうち職工10人以上の工場の数字を示す，〈は上段は清酒，下段は醤
　3）一は記載なしまたは算出不可能，…は超過を示す．
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工 場 の ウ　　　ェ
? ?
平 均 戸rρ?D 事 者 ．数
価　　　　額 工 場　　数 職 工　　数 価 額 全製 造所 工 場 そ　　の 他
882，520円
@　　　一
9，5　％
T．1
一　　％ 74．9％
@一
　　人一 30，4人
T1．2 一
人
10，979，681
P0鯉』」681
100．0
P00．0
｝｝ 684．8 744．7V44．7 一
1，213，009
@　　　　一
0．51
O．24
7．0
R．3
26．2
@一
L2 16．3R0．1 1．1
60，517
@　　　0
7．8 71．〇
@一 O
9
1．5 13．8
@一
0．5
362，843
@　　　一
100．Q
P5．8 19．2
32．4
?V5．0 ｝
72，625
@　　『
100．0
P00．0
100．0
P00．0
?｝ 73．0 73．0V3．0 ｝
65，662
@　　｝
60．0
U0．0
97．2
X7．2
96．0
@一
21．2 34．3R4．3 一
620」90 6．8 27．5 61．1 78．3 16．0
一 2．0 22．2 一 3．6
｝
31．7 3．1
65，662
@　　　0
1．3
@0
68．2
@　0
58．9
@　0 一
51．1
@一 一? ? ? ?
30．0 ?? 30．0? ? ? ?
8．4 ?? 8．4? ? ? ?
一
?｝
一
　層
P0，175 0．28 0．67
．　1．4 1．9
一
1．9
O O 0 0
2．4
｝
一 2．4? ? ? ?
1．2 ?? 1．2? ? ? ?
一
??
一
14，845
@　　一
11．1
T．5
　15
P0．0
28．8
@一
、5．6 7．5
P0．0 5．3
1，634，468 6．3 17．5 27．7 4．7 8．1 25．5
一
＜　4．3　0．14 〈　12．9　　0．73 〈＝ 1．9
〈　14．2　10．0
312，175
@　　　一
1Q．5
S．3
5．0
R．3
9．9 23．5 11．1P8．2 24．9? ? ? ?
1．1 ?? 1．1
143，570
@　　　｝　　　亀
0．2
O．01
0．7
O．06
16．8
@一
3．1 10．4
n．5．8
3．1
550，429
@　　　一
10．0
R．3
27．8
?S．3
57．6
P4．7 3．4
9．5
P4．7
2．7? ? ? ?
1．3 ｝? 1．3? ? ? ? L3 ?? 1．3? ? ? ?
2．4 ?? 2．4? ? ? ?
一
??
一? ? ? ? 3 ?? 3? ? ? ?
1 ?? 1? ? ? ?
4．2 ?? 4．2
4，510
@　　0
2．8@0 19．6@　0 O 1．4
10．0
@一7，799
@　一
　甲　　一　　ヤ
T0．0
77．5
U0．6
26．0
@＿　　　　1
20．0 10．3Q4．0 一
油である，
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第！2表　製糸業状況
規　　　　　　模　　　　　　別　　　　　　構
10人繰末満 10入繰以上 50人繰以上100人繰以上
真　　庭　　郡 36戸　85，デ 4　　　9，5 2　　　　4．8 0　　　　0
苫　　田　　郡 26　　　　83．9 2　　　6．5 1　　　　3．2 2　　　　6．6
勝　　　田　　郡 58　　　　92，1 4　　　6．3 ユ　　　　1．6 0　　　　0
英　　田　　郡 44　　　　80．0 10　　18．20　　　一 1　　　　1．8
その他とも全県 494　　　　94ユ 21　　　4。0 5　　　　0．95 5　　　　0．95
全　　　　　　国 378，949　　　99．0 2，880　　0．75638　　　　0．20469　　　　0，11
岡山県のウエイト 1．3％ 0．73％ 0．78％ 1．1％
註　　1）第3表と同一／1：tsらびに『第26次農商務統計表』よ1）作成．
織物においてさえも職工5人以上工場はマニュファクチュアが主体であって，臥起生産は
支配的とはいいがたい。むしろ織物，真田紐，畳表及葵董，花川等における彪大な製造戸
数の存在こそ注目されるべきであろう。1］f．E　一紡績業において，1工場平均職工数744．7人
という大規模工場生産であり，この部門が近代的大工場制工業として確立していることを
除いて，その生産形態は工場工業が支配的と・はいいがたい。以下，紡績を除く主要個別工
業についてその生産形態をみていこう。
　製糸業　第12表は岡山県の製糸業の状況を示すものである。岡山県の製糸業は美作地方，
特にこの4郡に集中している。規模別構成をみると10人繰未満が全県では94．1％で圧倒的
に大きいが，全国の99％よりかなり小さい。10人繰以上，50人繰以上，IOO人繰以上のいず
れにおいても全国よりウエイトがたかい。また1戸あたり産額も全国のそれよりかなり大
きい。このような傾向はこの4郡のいずれにもみられるが，特に苫田郡，英田郡において
いっそう顕著である。このように規模別構成，1戸あたり産額ということからみると岡山
県の製糸業は全国平均より優位であるが，しかし戸数は525戸にとどまり，全国の製糸戸数
中の僅か0．14％を占めるにすぎない。産額も0．81％にとどまる。岡山県の製糸業は美作地
方に一定程度の展開がみられるが，その数は少なく，このようななかで工場のウェイトが
相．対的にたかいということなのである。
　織物業　織物業は明治42年にいたり工場構成において一定程度のウェイトを占めている
が，工場中の原動機使用工場の割合は小さく，また，この工場の全機業戸数中に占めるウ
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成 生　　　産　　　額
合　　　計 生産価額 同1戸あたり
42　　　100．0 　　　11P36，047 　　　＝R，239．2
31　　　100，0 413，748 13，346．7
63　　　100．0 141，657 2，248．5
55　　　100，0 324，808 5，965．6
525　　　100．0 1，209，925 2，304．6
382，936　　100．0147，936，359 386．3
0．14％ 0．81％ o　　　　　　　　　　　　一
エイ’トはきわめて小さいものであ
った。明治37年の統計規程によっ
てはじまる織物業の生産形態別把
握によって岡山県の織物業を主要
機業郡別にみると第13表のように
なる。17，901戸に及ぶ機業戸数の
うちわけは工場0．4％，家内工業
1．4％，織元3．2％，賃学業95％で
あって，工場・家内工業は合わせ
て1．8％にすぎず，織元に掌握さ
れる賃織が95％を占めている。
この統計では織機，職工の生産形態別台数人数の記載がないので賃織1戸あたりの規模
はここでは不明であるが，全機業戸数1戸あたりの平均は1。1台，1．1人であることからこ
の賃織の規模はこのような最小規模のものであろう。このような問屋制家内工業が広汎に
存在しているのである。生産額上位5郡と生産額は小さいが機業戸数の多い3郡について
この事情をみるとつぎのようになる。岡山市と都窪郡が工場・家内工業のウェイトが大き
く，1戸あたり織機下職工数，さらには同生産額が抜群の大きさで，かっ織機中の力織
機の割合のたかい，工場・マニュ生産の支配的なところであるが，ここは機業戸数がきわめ
て少数であり，このようななかでの工場・マニュ生産のウェイトのたかざなのである。こ
れに対して最大の機業地児島郡は工場・家内工業も一定数存在するのであるが，なお彪大
な織元一賃織業が存在する。1戸あたり織機数は僅か0．9台，同職工数は1．8人にすぎない。
この児島郡には工場生産の一定程度の展開があるが，なお彪大な問屋制家内工業が存在し
ているのである。この児島郡につぐ機業地の上道郡，’後月郡は織元一賃職業のウェイトは
いっそうたかい。生産額は多くないが機業戸数が多い赤磐郡，小田郡，邑久郡においては
　　　　　　　　　　　　　　　　　1
織元一宮織業のウェイトがいっそうたかいことはいうまでもない。全国との比較のうちに
みると，岡山県織物業の以上のごとき特徴はいっそう明確となる。第14表によれば全国は
機業戸数中の工場・家内工業の割合は31％であるが，岡山県のそれは1．8％にすぎない。全
国は織機の45．4％，職工の46．1％』ｪ工場・家内工業に集中しているが，岡山県の場合はそ
れぞれ25．7％，14．1％にとどまる。織機中の力織機の割合は全国が7％であるのに岡山県
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第13表　織物業郡別状況
機　　業　　戸　　数
工　　場 家内工業 織　　元 賃織業 計
織　機　数
岡　　山　　市 1 4 3 5 13 　　　　台R62（330）
赤　　磐　　郡 3 ，　5 59 2，570 2，637 2，8ユ8（42）
邑　　久　　郡 2 0 50 1，400 1，452 L435（35）
上　　道　　郡 1 0 32 1，100 1，133 1，100（0）
児　　島　　郡 56
???
234 工，254 1，753 1，545（56）
都　　窪　　郡 5 5 0 5 15 312（135）
小　　田　　郡 2 0 73 1，704 1，779 2，129（30）
後　　月　　郡 1 0 88 8，726 8，815 9，146（0）
そ　の他　と　も
ｪ山県合計 78 253 566 17，00417，901 19，313（715）
註　1）第3表と同一一書より作成．
　　2）　（　）内は織機数はうち力織機数，職工数はうち男工数を示す，
第14表　織物業岡山県・全国生産形態別状況 （明？台42年）
機業戸数 織　機　数
形態別構成上ヒ　　　　　　　　 1戸あたり
職　工　数
戸　数 織機数 職工数 織機数 職工数
工　　場
?? 　　　　　　台
P；772（　699）
　　　　　　入
Q，056（　269）
　％
O．4 　％Q2．7 　％X．5 　台Q2．7 　人Q6．4
家内工業 253 749（　　9） 984（　255）1．4 3．0 4．63．0 3．9
???????
織　　元 566 58（　　0） 56（　　1＞ 3．2 0．3 0．30．1 0．1
賃織業 17，00416，73G（　　7）18，451（　57）95．0 86．6 85．61．0 1．1
合　　計 17，901 9β09（　715）21，547（　582＞100．0 100．0 100．01．1 1．2
工　　場 5，052126，856（50，201）127，974（13，954）1．0 16．3 16．025．1 25．3
家内工業 146292　， 226，596（3，074）241，268（12，941＞30．O29．1 30．11．5 1．6
?????
織’元 13，60530，688（　325）　　　　L 40，624（3，956）2．8 3．9 5．0 2．3 3．0
賃織色 322，305393，768（ユ，211）392，126（5，008）66．2 50．648．9 1．2 1．2
合　　計 487，254777，908（54，811） 801，992（35，859＞100．0 100．0 100．01．6 1．6
註　1）　『第26次農商務統計表』より作成，
　　2）　（　〉内は織機数はうち力織機数，職工数は男工数．
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形　態　別　構　成　比 1　戸　あ　た　り
職　工　数 生　産　額
工　場 家内工業 織　元 賃織業 織機・数 職工数 生産額
　　　　人
R72（45）
　　　円
T03，595
　％
n．7
　％
R0．8
　％
Q3．1
　％
R8．5
　　台
Q7．8
　　人
Q8．6
　　円
R8，738
2，818（12） 199，3350．0 0．0 2．2 97．5 1．1 ’1．1 77
1，435（0） 109，4250．0 0 3．4 96’．4 0．99 0．99 70
1，100（0） 888，6100．0 0 2．8 97ユ 0．97 0．97 784
31158（370） 1662434，　　　　　　　冒 3．2 11．9 13．371．5 0．90 1．8 948
394（69） 311，06733．3 33．3 0 33．3 208 26．3 20，737
2，362（7＞ 164，5730．0 0 4．1 95．8 1．2 1．3 92
9，381（50） 665171　， 0．0 0 1．0 99．0 1．0 1．1 75
21，547（582） 4，636，9650．43 1．4 3．2 95．0 1ユ 1．1 259
は3．7％にすぎない。全国の全機業戸数1戸あたり織機数，職工数は1．6台，1．6人であるの
に対して，岡山県のそれは1．1台，1．2人にとどまる。明治42年には織物工場が工場構成に
おいて一定のウェイトを占めるにいたっているとはいえ，なお織物業そのものは問屋制家
内工業が圧倒的なウェイトを占めているのであり，ここに岡山県織物業の存在形態上の特
徴があるといえるのである。
　花莚業　明治42年の「工場細別」欄には44の藺莚工場が存在していた。そのすべてを日
晒工場とみなし得る。この花莚工場の存在が岡山県の工業構成における一大特徴をなすこ
とはすでにみてきたところである。ところで各工業における工場のウェイトを示す第11表
の花莚の個所には大きく矛盾する数字が出ている。すなわち1製造所あたりの従事者数を
みると，職工5人以上工場は11．1人，うち職工10人以上工場のみをみると18．2人であるが，
これら．工場以外の，すなわち職工5人未満の製造所の平均は24．9人となっているのである。
全花莚製造所の平均が23．5人であって工場の平均職工数の小ささが全平均を23．5人にとど
めているということになる。ともかくも職工5人未満製造所の平均が24．9人という奇妙な
ことになっているのである。なお『第26次農商務統計表』によって全国との比較をみると，
全国の5．2人に対して，岡山県は25．5人となっている。全製造戸数1，028戸の平均が25．5人
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第15表　花莚業状況
?
造 戸　数
?
数 職　　工　　数
?
量
?
山 市
?? 　台Q21 　　　　　人Q31（　14＞ 　　反R，068
?
津 郡 88 2，475 2，584（188） 40787　，
?
磐 郡 3 50 52（　3） 533
?
久 郡 2 320 335（　7） 1，871
上
?
郡 7 340 358（　11） 4，919
? ?
郡 31 817 853（　72） 15245　，
都
?
郡 464 10，60611，094（610）
?
220908　，
浅 口 郡 106 1，430 1，493（　82） 26，683
小
?
郡 4 53 55（　4＞ 547
?
月． 郡 3 50 52（　3） 298
吉 備 郡 308 6，616 6，899（286＞ 113，508
? ?
郡 1 50 ・　51（　5） 442
久 米， 郡 4 95 99（　2） 376
合 計 1，028k1，028〕
23，130
k23，130〕
24，156（1，337）
k24，156（1，237）〕
　429，205
k409，794〕
全
? 61301 一 33，038（3，453） 645511　，
岡山県のウェイ
? ?
16．3％ 一 73．1％ 63．5％
註　1）第12表と同一書より作成．
　　2）　〔〕内は『第26次商務統計表』の数字，岡山県のウェイトはこの数字による．
　　3）　（　）内はうち男工数．
という大きさとなっているのである。この奇妙な数字となる花莚業の状況を少しくみてみ
よう。
　第15表は郡別状況を示したものである。，いずれの郡においても1戸あたり職工数は10人
を越えている。それは製造戸数が少ない，多分に規模の大きい花莚工場の存在することの
結果のようにみうけられる郡のみならず，多くの製造戸数のある都窪郡，吉備郡，浅口郡，
御津郡においても然りである。これら多数の製造戸数の1戸あたり平均が20人台を越える
ところは，多数の職工20人以上の製造所が存在していることになろう。しかしこれまでに
検討してきたところでは，職工10人以上工場は44にすぎなかった。それらを郡別にみると，
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1 ??
? ? ?
? 額
機 数 職　工 数 数 量 価 額
　　　　　　円
Q6，865
　　　　　台
R1．6
　　　　　人
R3．0
　　　　　　反
S40．4 3，837．9
?】
299376　　　， 28．ユ 29．4 463．5 3，402．0
3，731 15．0 17．3 ユ77．7
??．???
13114　　， 160．0 167．5 935．5
??．???
34，437 49．1 51．1 707．0
??．???
ユ19511　　　， 26．4 27．5 491．8 3，855．2
1，639，817 22．9 23．9 476．1
??．???
186789　　　， 13．5 14．1 247．1 1，762．2
???，
13．3 13．8 136．8 943．5
???，
15．0 17．3 99．3 685．3
817272　　　， 21．5 23．4 265．3
??．???
???，
50．0 51．0 442．0
??．???
???，
23．8 24．8 94．0 649．5
〔?3152434　，　　　　　　，
C972，815〕
23．8
k23．8〕
23．5
k23．5〕
417．5
k398．6〕
3，066．6
k2，891．8〕
4，015，051 一 5．2 102．4 637．2
74．0％ 一 一 一 　　　　　　L
都窪郡12工場，浅口郡11工場，児島郡9工場，吉備郡，御津郡各4工場，岡山市3工場，
邑久郡1工場である。そこでこれら工場のある郡について工場，工場以外，全製造所の1
一戸あたり職工数をみると第16表のようになる。都窪郡，浅口郡において工場の平均規模が，
工場以外，すなわち職工10入未満の製造所の平均規模より僅かに大きいだけであって，他
の郡ではいずれも工場以外の方がかなり大きくなっている。都窪郡，浅口郡においでも工
場以外の平均はそれぞれ23．9人，14．1人で大きい。製造戸数の多数のなかでのこの平均規
模の大きさである。
　花莚業の統計はこのように矛盾するのであるが，このことからつぎのような推測がなり
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第16表　花莚業平均職工数 （明治42年）
全製造所 工　　　場 そ　の　他 平　均　職　工　数
製造所数一職工数 工場数一職工数 製造所数一職工数 全製造所 工　場 その他
岡山市 　　　　人V－　　231 3－54　人 4－　　177 33．0人 18．0人 44．3人
御津郡 88－2，584 4－58 84－2，52629．4 14．5 30．1
邑久郡 2－　　335 1－　22 1－　　313 167．5 22．0 313．0
児島郡 31－　　853 9－156 22－　　697 27．5 17．3 3L7
都窪郡 464－11，09412－294 452－10，80023．9 24．5 23．9
浅rJ郡 106－1，49311－167 95－1，33614．1 15．2 14．1
吉備郡 308－6，6164－50 104－6，56623．4 12．5 21．6
言主　　1）第3表と【司一書よりイ乍成，
たっであろう。この統計で職工数織機数として把えられているのは花町製造家の製造所
における職工，織機のほかに，花莚製造家が掌握する花莚製造人とその織機を含んでいる
ものと思われる。すなわち当時の花莚業は彪大な小生産があり，それが花莚製造家によっ
て掌握されていたものと思われる。岡山県の花甲業は全国の戸数のユ6．3％，全国職工数の
63．5％，全国産額の74％を占めるわが国屈指の産地である。この年に44の工場が存在して
いて，全国的にも工場生産が集中し，またそれが岡山県の工業構成における特徴となって
いるのであるが，この花旧業はこのような工場を頂点としながらもその実は凹目な小生産が，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N
多分に農村家内工業として存在しており，それによって生産が担われてきているといえる
のである。
　畳表・眞簾　花莚とともに一閲を構成する畳表・当座ではあるが，ここには工場は成立
していない。第17表によって検討していく。この年に9．602戸の製造戸数とその職工10，999
人がある。全：国の8．6％，6．1％である。生産量では9．3％，生産額では13％を占める。この
ようにわが国の有数の畳表・黄蕗産地であるが，生産形態は1製造戸あたり職工1．1人にと
どまり，全国平均の1，6人を下まわる規模のきわめて零細な小生産である。主要産地は都窪
郡，御津郡，小田郡で，備中から備前にかけての地域である。これら主要産地においても
その零細性は同じあり，むしろいっそう顕著でさえある。彪楽な数の零細な小生産が展開
しているのである。
　麦秤及経木真田　これには職工5人以上工場71，うち職工ユ0人以上工場のみで4工場あ
一158　一
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第17表　畳表・莫産及同花莚兼業製造 （明治42年）
1　戸　あ　た　り
製造戸数 職工数 生産高 職工数 生産高
岡　山　市 149戸 165人 37，125枚P1，880円 1．1人
249．1枚
V9．7円
御　津　郡 3，085 2，898
652，050　　　　．
Q08，656 0．94
211．4
U7．6
上　道　郡 538 594
134481
S2：868 1．1 245．0V9．7
児　島　郡 323 375 84，375Q7，000 1．2
261．2
W3．6
都　窪　郡 3，556
??， 1081000，　　　　　　，
@414β00 1．2
304．0
P16．5
浅　口　郡 98 137 30，325X，864 L4
309．4
P00．7
小　田　郡 662 1，167
264792　，
W4，290
1．8 340．0P27．3
吉　備　郡 998 1，070 28，125???? L1 28．2X．0
その他とも
ｪ山県合計 9，602 10，999
2，36L268
@822，767
1．1 245．9
W5．7
全　　　　　　国 111，771 180，46125，493，156U327168　，　　　　　｝ 1．6
228．1
T6．6
岡山県のウェイト 8．6％ 6．1％
9．3〔10．8〕％
P3．0〔15．8〕％ 一 一
幅　！）第12表と同一書より作成．
　　2＞生産高は畳表及真屋のみ，上段は数量，下段は価額．
　　3＞　『第26次農商務統計表』における岡山県の生産高は2，749，488枚，1，002，392円．〔〕
　　　　内はそれによった場合である．
るが，これら工場数は全製造戸数中の0．2％，あるいは0．06％にすぎず，これは彪大な職工
5入未満製造所によって生産が担われているのである。この麦稗及経木真田の生産状況を
第18表によってみていく。岡山県の麦稗及経木真田製造は全国中の，製造戸数において40
％，職工数において40．5％，生産数量・生塵額において44，4％，41．7％を占める。それは
浅口郡，小田郡，上房郡，川上郡等の備中諸郡を主産地としている。吉備郡，上房郡で1
戸あたり職工数が10入を越えていて，多数の職工10人以上工場が存在することになるが，
「工場細別」欄には僅力・1工場が小田郡にあるのみで，この吉備郡，上房郡の場合は花莚
の生産形態で推測したことと同様の事情にあるものと思われる。全県での1工場あたり平
均職工数は3．1人で全国平均と同じであるが，生産数量・価額はややうわまわる。全国産額
一159　一
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第18表　麦桿及経木真田業状況 （明治42年）
1　戸　あ　た　り
製造芦数 職工数 生産高 職工数 生産高
児　島　郡 ユ，454戸 2，800人 11！，200反P8，172円 1．9人
76．5反
P2．5円
都　窪　郡 2，271 5，865 66，810P1，138 2．6
29．4
S．9
浅　口　郡 16，012 48161　， 4，549，057P，081，256 3．0
284．1
U7．5
小　田　郡 9，141 18，850 1，479，010@364，894 2．1
161．8
R9．9
後　月　郡 2，137 10，685 376，194?P7，ユ27 5．0
176．0
T4．8
吉　備　郡 1，420 18，757 3S2，189W9，712 13．2
269．1
U3．2
上　房　郡 257 2，750 1，415，650@209，952 10．7
5，508．3
@816．9
川　上　郡 387 ．1，002 1，073，720@U9，483 2．6．
2，774．5
@308．7
その他とも
ｪ山県合計 33，405 104，086
10，291，380
Q，112，203
3．ユ 308．1
U3．2
?????????
83，555 257，04423，160，563T，069，927
3．1 277．2
U0．7
岡山県のウェイト 40．0％ 40．5％ 44．4％S1．7％ 一 一
註　　1）第ユ2表と同一書より作成．
の4割強を占めるこの岡山県の麦桿及経木真田製造はこのような彪大な小生産に担われて
いるのである。
　　5　岡山県工業の特徴
　以上において，明治42年の統計にもとづき，i・WIII県における工場の部門別・地域別構成，
主要工業の生産形態を検討してきたが，ここではこのような検討をふまえて明治後期め岡
山県の工業の特徴を整理しておこう。
　まずこの岡山県の工業構成の持徴を全国のそれとの比較のうち確認しておこう。第19表
は岡山県と全国についての工場の部門別構成と岡山県の主要個別産業の構成上の位置づけ
をみようとするものである。
　染織はわが国工業で生産額の最大の部門であるが，岡山県においても同様に最大で，か
一160　一一
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っそのウェイトはいっそうたかい。そうではあるが，全国の場合は生産額だけでなく「 C工
場数，職工数においても最大であるのに対して，岡山県の場合は職工数は最大であるとは
いえそのウェイトは僅かではあるが全国を下まわるのみでなく，工場数は雑工業につぐ第
2の部門であり，そのウェイトは全国の半分程度にすぎない。製糸業がいずれにおいても
全国より小さく，特に生産額においてきわめて小さく，また，織物業がウエイトをたかめ
ているとはいえ工場数においては全国の半分にも達していない。それにもかかわらず生産
額において全国を大きくうわまわるウエイトを占め，職工数においても最大の部門となっ
ているのは，紡績業の職工数，生産額における著しいウェイトのたかさによるのである。
製糸業の小ささ，織物業の未展開にもかかわらず，近代的大規模工場工業として確立して
いる紡績業が染織の産額のウエイトをいっそうたかいものとしているのである。雑工業は
工場：数においては最大の40．7％を占め，職工も全国のウェイトの2倍以上の20．3％に達し
ている。大きく後退しているとはいえ花莚が工場数，職工数で大きなウエイトを占め，そ
れに麦桿及経木真田等の多様な雑工業によってこの部門のウェイトはたかいのである。飲
食物は全国は工場数職工数生産額のいずれにおいても染織につぐ第2の部門であるが，
岡山県のそれは一定梶度の展開がみられるものの全国のそれには及ばない。機械器具をみ
ると，これはすぺてにおいて，特に職工数，生産額においてことのほか小さく，この部門
の未展開が示されている。特別は全国をうわまわるが，ウエイトそのものはきわめて小さ
い。化学は職工数，生産額では全国に及ばないが，工場数では全国をうわまわるウエイト
となっている。すでにみたように窯業等における一定程度の展開によって支えられている
のである。以上のごとくに全国との対比で岡山県の部門別構成をみていくと，製糸業の小
ささ，織物工場の未展開にもかかわらず紡績業によって染織が大きなウェイトを占めてい
ること，大きく後退しつつあるとはいえなお多数存在する花材工場と上程及経木真田，足
袋等の多様な雑工業工場の展開による雑工業の，特に工場数，職工数中におけるウェイト
のたかさが岡山県の工業構成における大きな特徴であるといえる。これに飲食物を加えた
消費財生産部門が圧倒的であり，これと対照的に，窯業等の展開による化学の一定程度の
　　　　　　　，
ウエイトのたかさがありながら生産財生産部門が展開していないのである。
　この部門別構成と先にみた主要工業の生産形態をあわせて検討すると，一方にはすでに
屹立していた大規模な近代的紡績工場がいっそう発展しつつある　（明治31年には1工場平
均職工数694．5人であったものが，42年には670．7人になっているが，この間には先にみた
一161　一
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第19表　全国・岡山県工場部門別構成
工　　場　　数 職　　　工　　．数 生　産　額
染　　　　織 14，753人（4，692人31．葛486，508人（72，231人14為395，623，42d月
機械器具 2，526　　　（　1，175　　46．5）63，821　　　　（　　60，721　　95．1）63，713，746
化　　　　学 3，485　　　（　　　573　　16．4）77，883　　　　（　　51，805　　66．5＞115，325，632
???????
飲　食　物 6，202　　　　（　1，302　　21．O）88，740　　　（　　64，320　　72．5）147，239，716
雑 5，114　　　（　1，295　　25．3）79，773　　　（　　54，197　　67．9）63，990，647
特　　　　別 148　（　11879，7）3，912　　　（　　　3，865　　98．8）10，435，486
合　　　　計 32，228　　　　（　9，273　　28，8）00，637　　　（　307，139　　38．4）796，328，653
製　　糸 3，720　　　（　2，508　　67，4）191，561　　　（　　　9，839　　51．4＞111，561，343
紡　　績 143　（　13493．7）103，109　　　（　　21，386　　20．7）130，575，297
???????
織　　物 8，436　　　（　1，182　　14．0） 155，246　　　（　　22，622　　2ユ．9）133，091，025
藺　　莚 144　（　　10．69）2，139　　　（　　　　　517　　24．2） 457，952
麦稗経木^田 172　（　．10．58）1，878　　　　（　　　　　507　　27．0） 334，700
染　　　　織 177　（　5229．4）11，304　　　（　　　2，088　　18．9）14，742，369
機械器具 、38　（　1744。7） 321　　　　（　　　　　309　　96．3） 116，873
化　　　　学 96　（　1919．8）1，697　　　（　　　1，244　　73．2） 2，410，411
???????
飲　食　物 ユ3e　（　4230．2）1，570　　　（　　　1，004　　63．9） 1，922，164
雑 312　（　26　8，3）3，750　　　　（　　　1，630　　43．5） 1，502，971
特　　　　別 5　（　　360．0） 100　　　　（　　　　　　95　　95．0） 610，104
合　　　　計 767　（　15920．7）18，472　　　（　　　6，370　　34．5）21，304，892
製　　糸 50　（　1428．0）1，519　　　（　　　　　　46　　　3．0＞ 882，055
紡　　績 10　（　10100，0）6，707　　　　（　　　1，575　　23．5）11，052，118
???????
織　　物 95　（　2122．1）2，529　　　　（　　　　　380　　15，0） 2，515，566
藺　　莚 108　（　　0　0） 1，203　　　　（　　　　　435　　36．2） 311，777
麦押経木^田 80　（　　0　0・） 787　　　　（　　　　　213　　27．1） 124，940
註　　1）　『明治42年工場統計表』より作成．
　　2）工場（　）内はうち原動機使用工場数と同割合，職工（ ）内はうち男工数と同割合．
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（明治42年）
1工場あたり 部　門　別　構　成　比
職工数 生　産　額 工場数 職工数 生産額
33．0 26，816．5
　　　　　％45．8 　　　　　％60．8 　　　　　％49．7
25．3 25，223．2 7．8 8．0 8．0
22．3 33，092．010．8 9．7 14．5
14．3 23，740．7 19．211．1 18．5
15．6 12，512．8 15．9 10．08．0
26．4 70，510．0 0．46 0．49 1．3
24．8 24，709．2100．0 100．0100．0
51．5 29，989．6 11．523．9 14．0
721．0 913，114．00．46 12．9 16．4
18．4 15，776．6 26．2 19．4 16．7
14．・9 3，180．2 0．45 0．27 0．06
10．9 1，945．00．53 0．23 0．04
62．3 83，290．21　23．1 59．7 69．2
8．4 3，075．6 5．0 1．7 0．5
17．7 25，108．412．5 9．2 11．3
11．3 13，828．518．1 8．5 9．0
12．0 4，817．2 40．720．3 7．1
20．0 122，020．80．65 0．54 2．9
24．1 27，776．9100．0 100．0 100．0
30．4 17，641．1 6．5 8．2 4．1
670．71，105，211．81．3 36．3 51．9
26．6 26，479．612．4 13．7 1L8
11．1 2，886．8 14．1 6．5 1．5
9．8 1，561．8 10．4 4．3 0．6
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ような原動機数，馬力数の増大に
示されるような拡充があったので
ある．，なお大正8年に・は全工場の
平均が45．7人であるとき紡績工場
の平均は1，035人となっている．ち
なみに全国の紡績工場の平均は
　　　　　　（5｝551．9人である．）とともに，他方
では花莚，畳表・真薦，早馬及経
木真田等の農産加工諸産業がその
尖端に小規模工場として成立して
工業構成上の一特徴をなしながら
も，なお広汎に小生産として存在
していること，ようやく工場が成
立しっっある織物業もなお問屋制
家内工業として存在しているとい
うように，多様な農村家内工業生
産がみられることが岡山県の工業
生産の特徴といえるのである。
　ところで第2節での明治42年の
わが国工業の生産・輸出入状況の
検討のうちに示した本稿の視点か
らこの岡山県の工業をみた場合，
岡山県はわが国の輸出の中心とな
った紡織雑工業部門のウェイ
トが圧倒的にたかいのであり，
岡山県．の工業はまさしく「基軸
産業」の発展を支える「支柱産
業」として展開しているのであ
る。その部門構成からみればすで
836
第20表　物産部門別県外移出入状況
　　　　　　　1
（明治42年〉
部門別構成比移　入　額 移　出　額 移出入収支
移　入 移　出
普　通　農　産　物 　　　円S，124，909 　　　円P0，639，439　　　　円i＋）6，514，530　　％P1．6 　　％Q9．6
水　　　産　　　物 1，605，013 993，690 6U，323 4．5 2．8
飲　　　食　　　物 1，756，925 1，546，720 210，205 4．9 4．3
布　及　同　製　品 3，546，346 3，131，66624，885 9．9 8．7
糸　　及　　綿　　類 10，029，808 9，683，665 971，02828．1 26．9
金属及同製品 ・654，399 1，761，429（＋｝　136，002 1．8 4．9
編　物　及　原　料 611039 3，479，323（＋）3，418，284 0．2 9．7
油　類　及　燃　料 2，400，195 619，090 1，78i，105 6．7 1．7
肥　　　　　　料 4，119，307 1．028β74 3，090，93811．5 2．9
其　の　他・雑　品 7，384，856 3，101，962 4，282，8940．7 8．6
合　　　計 35，682，79535，985，358（＋｝　3021563100．0 100．0
米 3，108，399 9，122，739（＋｝6，014，340 8．7 25．4
生　　　　　魚 510793　， 427717　， 83，076 1．4 1．7
塩　　干　　魚 805，915 142，983 662，932 2．3 0．39
清　　　　　酒 382，585 539，978（＋）157，393』 1．1 1．5
砂　　　　糖 892，257 17，000 717，864 2．5 0．05
絹及同製品 2，233，495、　ユ，057，800 1，175，695 6．7 2．9
言及同製品 972，160 2，030，636（＋｝1，058，476 2．7 5．6
生　　　　　糸 ユ5，950 1，753，279（＋）2，014，686 0．02 4．9
綿　　　　　糸 1，190，973 7．865β17｛＋）6，674β44 3．3 21．9
繰　　　　　綿 8，615，465 4，300 8，611，16524．1 0．0
銅 18，692 1，717，381（＋）1，698，689 0．05 4．8
??????????????????????????
花　　　　　莚 250 1β91，131（＋）11390β81 0．0 3．9
畳　　　　　表 44720　， 794，871（＋｝　750，151 0．13 2．2
麦桿及経木真田紐 4，233 901，740（＋）　897，507 0．01 2．5
石　　　　　油 1β48，501 63，370 1，285」31 3．8 0．17
石　　　　　炭 911448　， 7，000 90414482．6 0．02
鮭粕及羽鮭 1，783，993 4，000 1，779，9935．0 0．0！
大　　豆　　粕 818171　， 7，280 810，891 2．3 0．02
人　造　肥　料 976，796 965999　， 10，797 2．8 2．7
和　　　　　紙 283，036 628775　， （＋｝　345，739 0．79 1．7
洋　　　　　紙 250，136 825，587（＋）　575，451 0．70 2．3
材　　　　　木 1，304，455 792，275 512180　， 3．7 2．2
註　1）第3表と同一書より作成．
　2）移出入収支欄＋は移出超過額．
一164　一
明治後期の岡山県の工業　837
に明白なこのことを物産の移出入状況ということからみておこう。第20表はそのために作
成したものである。この明治42年に岡山県は35，682，795円の県外移入があり，35，985，358
「9の県外移出がある。302，563円の移出超過である。部門別にみると，移入では最大は糸及
綿類で28．1％を占め，ついで其他雑品20．7％，そして普通農産物，肥料，布及同製品であ
る。同じく移出の最大は普通農産物で29．6％を占め，ついで目脂地類が26，9％で，以下編
物及原料，其他雑品，布目同製品がつづく。普通農産物は国人も大きいが移出では最大で
あり，全体として大きく移出超過である。移出の中心は米で，これだけで25．4％になる。
糸及綿類は大きな移出があるが，それをうわまわる移入があるためにこの部門は移出超過
となっている。移入は繰綿が圧倒的でこれだけで24．1％を占め，綿糸が加わる。移入は綿
糸がこれだけで21．9％を占めるというように大きく，これに生糸が加わる。移出がこれら
普通農産物，糸及綿類につぐ編物及原料は移入はきわめて少く，この部門は大きく移出超
過である。花月，麦桿及経木真田，畳表が移出の中心である。布凹田製品は移出も少くな
いが移入がそれをうわまわる。絹及同製品が移入され，門口同製品に移出が多い。肥料は
入造肥料の移出があるが，魚肥，大豆粕，人造肥料が大量に移入されている。油類及燃料も
大量に移入されているが，石油と石炭である。飲食物，水産物も移入が移出をうわまわる
が，砂糖や塩干魚が入る。金属及同製品は移出が移入をわずかではあるがうわまわり，普
通農産物，編物及原料とともに移出超過部門となっている。移出の中心は銅である。以上
部門別にみたが，この年の岡山県の物産の移出入状況を概括すれば，つぎのようになる。
移入品には善通農産物，布及同製品，飲食物，水産物，其他雑品等のなかに県民の消費品
があるが，最大の移入品の繰綿や各種肥料，石油，石炭等の農業ならびに工業の原材料資
材品が大きなウエイトを占める。他方移出品は最大の米，綿糸のほかに生糸，綿布及同製
品，花莚・麦稗及経木真田・畳表等の編物及原料，銅である。これらの移出品は農産物で
ある米のほかはいずれも工産物で，それらは銅をのぞき他はすべてわが国最大の輸出部門
である染織とそれにつぐ雑工業に属するものである。銅もまた重要な輸出品である。これ
らの県外移出が直ちに海外輸出ではない。むしろ国内消費品が多いであろう。しかし海外
輸出は各府県レベルの統計では県外移出でとらえられる。岡LLI県のこれら県外移出がわが
国の当該物品の海外輸出のあるいは中心となり，あるいはその一端を担うものとなってい
るといえるであろう。
一165　一
838
　以上のごとくに，岡山県工業は県外移出の大きい染織雑工業部門のウエイトのたかい
構成をとり，それらは近代的機械制工場として成立した紡績業をのぞいて，むしろ広汎な
小生産として展開していることをみてきた。それらの多くは岡山県南地方にむける農産加
工エ業であるが，このような岡山県の主要な農業地帯である岡山県南地方にむける農業・
農家再生産とこれら加工工業の展開との関連が今後検討すべき問題点であるといえよう。
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